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1. 概要 
 
本 IC は、高速読取動作を実現するアナログフロントエンド IC です。また、本 IC は解像度 10 ビッ

ト A/D コンバータを 6 個内蔵しており、高速スキャナシステムを容易に実現することができます。 
 
 

2. 特長 
 
共通部 
- パッケージ 0.5 ㎜ピッチ QFP80 ピン 
- 3.3V 単一電源 
- 入力クロック波形整形機能内蔵 
 
ホストインタフェース部 
- シリアルインタフェース 
- 画像データ出力は LVDS 出力（転送速度：10～80MHz） 
- マルチプレクス出力時において画像出力シーケンスを選択可能 

ODD → EVEN または EVEN → ODD 
- 点順次出力モード（LVDS 出力 2 チャネルを用いて画像データを出力） 

3 チャネルモード転送速度：4～20MHz 
6 チャネルモード転送速度：2～13MHz 

 
AFE（Analog Front End）部 
- 10 ビット A/D コンバータ 6 個内蔵 
- １チャネルあたりの最大変換速度（AFE 転送クロック）：40MHz 
- 動作モード：CDS または S/H モード 
- 動作チャネル数：1、2、3、4 または 6 チャネル選択可 
- アナログ信号入力レンジ：2.6Vp-p 
- A/D コンバータへのフルスケール入力レンジ：1.2Vp-p 
- プログラマブル・ゲイン・アンプ（PGA）調整レンジ：ゲイン特性をレジスタで選択 

-6.9dB（0.45 倍）～+12.0dB（4.0 倍）（分解能 128 ステップ）、 
-0.9dB（0.9 倍）～+18.0dB（8.0 倍）（分解能 128 ステップ）、 
+5.1dB（1.8 倍）～+24.1dB（16.0 倍）（分解能 128 ステップ） 

- オフセット調整レンジ：±300mV（分解能 1024 ステップ） 
- 自動オフセット・ゲイン調整機能内蔵 
- 自動オフセット・ゲイン調整完了結果時画素レベルモニタ機能内蔵 
- 自動黒レベル補正機能内蔵 
- サンプリング信号自動生成機能内蔵（S/H モードのみ） 
- 2 画素平均機能内蔵（ODD、EVEN チャネル同時使用時） 
 
※  耐放射性設計はされておりません。 
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3. ブロック図 
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4. 端子配置図 
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5. 端子説明 
 

No. Pin 端子名 I/O Reset 端子機能 備考 駆動能力
アナログ端子 

1 55 REFP A - 高電位リファレンス  アナログ
2 53 CM1 A - 同相モード電圧 1  アナログ
3 54 CM2 A - 同相モード電圧 2  アナログ
4 52 REFN A - 低電位例リファレンス  アナログ
5 63 RINP1 A - R チャネルアナログ入力 (ODD)  アナログ
6 66 RINP2 A - R チャネルアナログ入力 (EVEN)  アナログ
7 69 GINP1 A - G チャネルアナログ入力 (ODD)  アナログ
8 72 GINP2 A - G チャネルアナログ入力 (EVEN)  アナログ
9 75 BINP1 A - B チャネルアナログ入力 (ODD)  アナログ

10 78 BINP2 A - B チャネルアナログ入力 (EVEN)  アナログ
11 60 CLMPLV/INN A - クランプレベルモニタ／リファレンスレベル入力  アナログ
12 64 TRP A - R チャネル A/D コンバータ高電位入力（テスト用）  アナログ
13 65 TRN A - R チャネル A/D コンバータ低電位入力（テスト用）  アナログ
14 70 TGP A - G チャネル A/D コンバータ高電位入力（テスト用）  アナログ
15 71 TGN A - G チャネル A/D コンバータ低電位入力（テスト用）  アナログ
16 76 TBP A - G チャネル A/D コンバータ高電位入力（テスト用）  アナログ
17 77 TBN A - B チャネル A/D コンバータ低電位入力（テスト用）  アナログ
18 1 AVDD P - アナログ電源+3.3V  - 
19 50 AVDD P -    
20 57 AVDD P -    
21 58 AVDD P -    
22 62 AVDD P -    
23 68 AVDD P -    
24 74 AVDD P -    
25 80 AVDD P -    
26 2 AGND P - アナロググランド  - 
27 51 AGND P -    
28 56 AGND P -    
29 59 AGND P -    
30 61 AGND P -    
31 67 AGND P -    
32 73 AGND P -    
33 79 AGND P -    
制御信号 
34 7 XRST I - リセット信号 SMT, PD - 
35 43 ADCK I5 - A/D 変換クロック  - 
36 18 RXADCKP A - A/D 変換クロック(RSDS 入力)  アナログ
37 19 RXADCKN A - A/D 変換クロック(RSDS 入力)  アナログ
38 41 CK1 I5 - サンプリングクロック 1 PD - 
39 42 CK2 I5 - サンプリングクロック 2 PD - 
40 47 CLMP I5 - クランプタイミング PD - 
41 45 LPF A - 入力クロック波形整形用フィルタ接続端子  アナログ

I/O 欄の記号    Reset（初期状態時）欄の記号  備考欄の記号 
A: アナログ端子   HI-Z: ハイ・インピーダンス状態 PU: プルアップ 
I:  入力端子        PD: プルダウン 
I5: 入力端子（5V トレラント入力)      SMT: シュミット入力 
O: 出力端子 
B: 双方向端子 
P:  電源端子 
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No. Pin 端子名 I/O Reset 端子機能 備考 駆動能力
シリアルインタフェース 
42 8 ID I - チップアップ ID 選択設定 PD - 
43 6 TMOD I - シリアル I/F アクセスサイクル選択設定 PD - 
44 13 XCS I5 - チップセレクト SMT - 
45 14 SCLK I5 - シリアルデータ入出力同期クロック SMT, PD - 
46 12 SDI I5 - シリアルデータ入力 SMT, PD - 
47 11 SDO O Hi-Z シリアルデータ出力  2mA 
画像データ出力 (LVDS) 
48 37 TX0P A - 画像データ出力  アナログ
49 38 TX0N A -    
50 35 TX1P A -    
51 36 TX1N A -    
52 31 TX2P A -    
53 32 TX2N A -    
54 25 TX3P A -    
55 26 TX3N A -    
56 23 TX4P A -    
57 24 TX4N A -    
58 29 TXSYNCP A -    
59 30 TXSYNCN A -    
テスト端子      
60 5 TSTEN I - テスト端子 PD - 
電源端子 
61 4 VDD P - 3.3V ロジック系電源供給端子  - 
62 10 VDD P -    
63 15 VDD P -    
64 49 VDD P -    
65 21 TX_VDD P - LVDS-TX 電源供給端子 (3.3V)  - 
66 27 TX_VDD P -    
67 33 TX_VDD P -    
68 40 TX_VDD P -    
69 20 RX_VDD P - RSDS-RX 電源供給端子 (3.3V)  - 
70 46 STBVDD P - 波形整形機能電源供給端子 (3.3V)  - 
71 3 VSS P - ロジックランド  - 
72 9 VSS P -    
73 16 VSS P -    
74 48 VSS P -    
75 22 TX_VSS P - LVDS-TX グランド  - 
76 28 TX_VSS P -    
77 34 TX_VSS P -    
78 39 TX_VSS P -    
79 17 RX_VSS P - RSDS-RX グランド  - 
80 44 STBVSS P - 波形整形機能グランド  
I/O 欄の記号    Reset（初期状態時）欄の記号  備考欄の記号 
A: アナログ端子   HI-Z: ハイ・インピーダンス状態 PU: プルアップ 
I:  入力端子        PD: プルダウン 
I5: 入力端子（5V トレラント入力)      SMT: シュミット入力 
O: 出力端子 
B: 双方向端子 
P:  電源端子 
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6. 機能説明 
 
各ブロックの機能を以下に説明します。 
 

6.1  ホストインタフェース部 
 

6.1.1  シリアルインタフェース 
 
シリアルインタフェースは、XCS 信号（チップセレクト）、SCLK 信号（シリアルデータ入出力同期

クロック）、SDI 信号（シリアルデータ入力）および SDO 信号（シリアルデータ出力）の 4 信号で構
成されます。本 IC がアクティブ状態（XCS 信号が LOW）の時、SCLK 信号に同期してデータ送受信
を行います。アクセスサイクルはチップ ID 選択ビットの有無により 17 サイクルまたは 16 サイクル
で行います｡サイクル数の設定は TMOD 信号と ID 信号の状態によって表 6.1 のとおりとなります｡ 

 
表 6.1 アクセスサイクル設定 

 
アクセスサイクル TMOD ID 

17 サイクル LOW チップ ID 選択設定 
16 サイクル HIGH LOW 

 
レジスタアクセスはまずライトまたはリードアクセスを示す識別ビットをライトします。識別ビッ

トは、LOW のときにライトアクセス、HIGH のときにリードアクセスを行います。識別ビットに引き
続きチップ ID 選択ビット（17 サイクル動作時のみ）および 5 ビットのレジスタ識別番号をライトし、
その後データのライトまたはリードを行います。なお、17 サイクル動作時はチップ ID 選択ビットの
入力レベルが ID 信号（チップ ID 選択設定）と同論理の場合に本 IC へのアクセスが有効となります。 
チップ ID 選択ビット、レジスタ識別番号およびデータ転送はいずれもクロックの立ち上がりに同

期し MSB から順に転送します。 
本 IC 内部にはシリアル－パラレル変換（またはパラレル－シリアル変換）のためカウンタがあり、

XCS 信号を HIGH にすることによりリセットされます。従って、レジスタライトまたはレジスタリー
ドの各アクセスサイクル終了後、必ず XCS 信号をネゲート（XCS 信号を HIGH）してください。 
図 6.1 に各アクセス時のタイミングを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.1 シリアルインタフェースアクセスタイミング 
 

  17 サイクル動作時 (TMOD=LOW) 
XCS 

SCLK 
レジスタライト 

SDI 
SDO 

レジスタリード 
SDI 

SDO D0 D2 D1 D7 D6 D5 D4 D3 
A1 A0rd ID A3 A2 A4 

D3 D2 D1 D0 D7 D6 D5 D4A1 A0wr ID A3 A2 A4 D8

D8

D9

D9

Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

 16 サイクル動作時 (TMOD=HIGH, ID=LOW) 
XCS 

SCLK 
レジスタライト 

SDI 
SDO 

レジスタリード 
SDI 

SDO D0 D2 D1 D7 D6 D5 D4 D3

A1 A0rd A4 A3 A2 

D3 D2 D1 D0 D7 D6 D5 D4A1 A0wr A4 A3 A2 D8

D8

D9

D9

Hi-Z

Hi-Z Hi-Z
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「注意事項」 
レジスタライト時、各アクセスサイクル動作時における SCLK信号のパルス数に過不足がある場合、

誤書き込みとなることがあります。 
SCLK 信号のパルス数が少ない場合は、下記のパルス数以下のとき、XCS 信号を HIGH にすること

によりレジスタライト動作はキャンセルされます。 
 17 サイクル動作時：15 パルス以下 
 16 サイクル動作時：14 パルス以下 
また、SCLK 信号のパルス数が多い場合は、レジスタライト動作後、下記のパルス数の範囲のとき、

XCS 信号を HIGH にすることによりレジスタライト動作を正常終了します。 
 17 サイクル動作時：18～25 パルス（＋1～＋8 パルス） 
 16 サイクル動作時：17～24 パルス（＋1～＋8 パルス） 
上記のパルス数を超えた場合（17 サイクル動作時で 26 パルス目（＋9 パルス目））、誤書き込み

します。 
一方、レジスタリード時は SCLK 信号のパルス数に過不足が生じても、レジスタの内容は書き換わ

りません。 
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6.1.2  画像データ出力 
 

(1) 出力シーケンス 
画像データ出力は、外部から入力される ADCK 信号（A/D 変換クロック）に同期して出力されます。

画像データ出力は、チャネル毎に 10 ビットの画像データとして出力します。DATACTL レジスタ
（No.0x03）の MUXMD ビットに“1”を設定した場合、ODD および EVEN のアナログ入力信号は、A/D
変換され画像データとしてマルチプレクスされて出力されます。一方、“0”に設定した場合は、ODD
または EVEN のアナログ入力のどちらかが A/D 変換され画像データとして出力されます。また、
DATACTL レジスタ（No.0x03）の XOER ビット、XOEG ビットおよび XOEB ビットは、“1”を設定し
た場合、対応するチャネルの出力は null コード（0x000）となります。 
マルチプレクス出力時において、DATACTL レジスタ（No.0x03）の MUXSQ ビットにより、そのシー

ケンスを設定することができます。“0”設定時において出力シーケンスは ODD→EVEN となり、“1”を
設定することによって EVEN→ODD となります。 

 
(2) 2 画素平均機能 

DATACTL レジスタ（No.0x03）の AVEMD ビットに“1”を設定した場合、ODD および EVEN の A/D
変換された画像データを各色ごとに平均して出力することができます。 

 
レジスタ設定それぞれの場合における画像データ出力の関係を表 6.2 に示し、図 6.2 にその動作例を

示します。また、図 6.3 に 2 画素平均機能動作時におけるタイミング例を示します。 
 

表 6.2  画像データ出力 
 

レジスタ設定 入力 出力データ出力 
XOEB XOEG XOER MUXSQ AVEMD MUXMD ADCK B チャネル G チャネル R チャネル 

“1” “1” “1” X X X X null null null 
“0” “0” “1” “0” “0” “0” X BINP1 GINP1 null 
“0” “1” “0” “0” “0” “0” X BINP1 null RINP1 
“1” “0” “0” “0” “0” “0” X null GINP1 RINP1 
“0” “0” “0” “0” “0” “0” X BINP1 GINP1 RINP1 

“0” “0” “0” X “1” “0” X 
BINP1+BINP2

2 
GINP1+GINP2 

2 
RINP1+RINP2

2 
“0” “0” “0” “1” “0” “0” X BINP2 GINP2 RINP2 

HIGH BINP1 GINP1 RINP1 
“0” “0” “0” “0” “0” “1” 

LOW BINP2 GINP2 RINP2 
HIGH BINP2 GINP2 RINP2 

“0” “0” “0” “1” “0” “1” 
LOW BINP1 GINP1 RINP1 

0: レジスタ“0”設定  L: LOW レベル端子入力 
1: レジスタ“1”設定  H: HIGH レベル端子入力 
X: don’t care. 
 

「制限注意事項」 
MUXMD, AVEMD ビットを設定する際は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PDLVDS ビッ

トおよび PDSTB ビットを“1”に設定してから行ってください。 
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図 6.2  画像データ出力動作例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.3  2 画素平均機能動作タイミング 
 

(3) ライン監視機能 
画像データの画素数をカウントし、それぞれの画素位置における画像データの属性を監視する機能

です。その属性は下記のとおりです。また、それぞれの属性は画像データと共に出力されます。 
wh： 白基準画素（または有効画素データ） 
dm： 黒ダミー画素 
ob： 黒基準画素（OB 画素） 

本機能は、BKWHST レジスタ（No.0x04）、BKNUM レジスタ（No.0x05）および WHNUM レジスタ
（No.0x06～0x07）にそれぞれの画素数を適宜設定し DATACTL レジスタ（No.0x03）の INSTGO ビッ
トに“1”を設定することにより有効となります。なお、ライン監視のために外部信号入力が必要となり
ます。詳細は 6.5.11 自動オフセット・ゲイン調整機能を参照してください。 

 
 
 

 ADCK 

MUXMD=“0”、MUXSQ=“0” 設定時 
TXSYNCP/N 

TX0-4P/N 

MUXMD=“0”、MUXSQ=“1”設定時 

TXSYNCP/N 

TX0-4P/N 

MUXMD=“1”、MUXSQ=“0” 設定時 

TXSYNCP/N 

TX0-4P/N 

MUXMD=“1”、MUXSQ=“1” 設定時 
TXSYNCP/N 

TX0-4P/N 

O(n): RINP1, GINP1, BINP1 入力の画像データ出力 
E(n): RINP2, GINP2, BINP2 入力の画像データ出力 

E(7) 

O(0) E(0) O(1) E(1) E(3) O(4) E(4) O(5)

E(5)E(0) O(0) O(1) E(1) O(3)

O(7) E(7)

O(7)

O(6) O(7) O(4) O(5)O(0) O(1) O(2) O(3)

O(2)E(2) E(3)

E(3)

O(2) E(2) O(3)

O(4)E(4)

E(4) E(5)

E(5)

E(7) E(0)

O(6) E(6) O(5)

E(6) 

O(6) E(6) 

E(1) E(2)

ADCK 

ODD 画像データ出力 

EＶＥＮ画像データ出力 

TXSYNCP/N 

TX0-4P/N 

O(n): RINP1, GINP1, BINP1 入力の画像データ
E(n): RINP2, GINP2, BINP2 入力の画像データ

E(5) E(7) E(0) E(6) E(1) E(2)
O(2) O(3)

E(3) E(4)
O(4) O(5)

(O(0)+E(0))/2 (O(1)+E(1))/2 (O(2)+E(2))/2 (O(3)+E(3))/2 (O(4)+E(4))/2 (O(5)+E(5))/2

O(0) O(1) 

(O(6)+E(6))/2 (O(7)+E(7))/2 

O(6) O(7) 
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6.1.3  テストモード 
 

DATACTL レジスタ(No.03)の TSTMD[1:0]ビットを設定することによって、画像データ出力テスト
モードとなります。出力されるデータは、固定値またはインクリメントデータを、出力データとして
テストを行うことができます。インクリメントデータは、BKWHST レジスタ（No.0x04）、BKNUM レ
ジスタ（No.0x05）および WHNUM レジスタ（No.0x06～0x07）にそれぞれの画素数を適宜設定し、
DATACTL レジスタ（No.0x03）の INSTGO ビットに“1”を設定することにより出力可能となります。
インクリメントデータ出力には 2 種類あり、色チャネル識別コードの有無を選択することができます。
色チャネル識別コード無し設定時のRチャネルのマルチプレクス出力時における出力例を以下に示し
ます。 

 Rodd Reven Rodd Reven … Rodd Reven Rodd Reven Rodd … 
 0xXXX 0xXXX 0x002 0x003 … 0x0FE 0x0FF 0x000 0x001 0x002 … 
なお、データフォーマットは表 6.3 に示すとおりです。 
 

表 6.3  インクリメントデータ出力時データフォーマット 
 

TSTMD [1:0]= “10” 設定時 
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

CNT[8:0] ch 
CNT[8:0] 

ch: 
0: 
1: 

画素カウンタ 
ODD/EVEN 識別子 
ODD(xINP1)チャネル 
EVEN(xINP2)チャネル 

TSTMD [1:0]= “01”設定時 
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 
CL[1:0] CNT[6:0] ch 

CL[1:0] 
00: 
01: 
10: 

CNT[8:0] 
ch: 
0: 
1: 

色チャネル識別子 
赤チャネル 
緑チャネル 
青チャネル 
画素カウンタ 
ODD/EVEN 識別子 
ODD(xINP1)チャネル 
EVEN(xINP2)チャネル 

 
一方、TSTMD[1:0]ビットを“11”に設定することによって固定出力となります。なお、固定データは、

各チャネルのオフセットレジスタ設定値となります。表 6.4 にそのフォーマットを示します。 
 

表 6.4  固定値出力時データフォーマット 
 

If TSTMD [1:0]= “11”設定時 
9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OFS[9:0] 
 

「注意事項」 
インクリメントデータ出力時において先頭画素はゴミデータが出力されます。 
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6.2  LVDS 部 
 
画像データの出力は LVDS にて出力します。LVDS 部は画像データ出力用に 5 チャネル、同期クロッ

ク出力用に 1 チャネルで構成されています。図 6.4 に LVDS 部周辺の接続関係を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.4  LVDS 接続図 
 

(1) パワーダウン機能 
LVDS 部は、パワーダウン機能を有しており、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PDLVDS ビッ

トによって制御することができます。PDLVDS ビットを“1”に設定することにより、LVDS 部はパワー
ダウンモードとなり画像データ送信を停止します。また、“0”に設定することにより、パワーダウンモー
ドが解除され画像データ送信を開始します。なお、パワーダウンモード解除後、安定した画像データ
送信を行うまで最大で 10ms 必要です。 

 
 

「制限注意事項」 
AFECTL レジスタ（No.0x0B）の VCOSEL[1:0]ビットおよび DATACTL レジスタ（No.0x03）の

MUXMD、AVEMD、PIXSQMD ビットを設定を設定する際は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）
の PDLVDS ビットおよび PDSTB ビットを“1”に設定してから行ってください。 

 
(2) 終端抵抗 

LVDS 出力は受信デバイスの入力端子直近にて 100Ωで終端してください。 
 
 

「制限注意事項」 
外付け抵抗は公差±1.0％以下を推奨します。また、基板実装において本 IC とコネクタ間は、スルー

ホール等を介さず同一面に実装してください。 
 

 電源 (3.3V) 

S1R77022

TX_VDD 
バイパスコンデンサ 

TX_VSS 

電源 (0V) 

TX0

TX4

SYNC

PDLVDS

TXSYNCP 端子

TXSYNCN 端子

TX0P 端子 

TX0N 端子 

TX4P 端子 

TX4N 端子 

LVDS
  -TX

LVDS
  -TX

LVDS
  -TX
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(3) 画像データ出力フォーマット 
LVDS にて出力される画像データのフォーマットは、図 6.5 に示すとおりです。画像データの空き

ビットには、それぞれ内部動作状態を示す符号がアサインされています。図 6.5 に示されている各ビッ
トの意味は次のとおりです。 

 
R9～0： R チャネル画像データ出力 
G9～0： G チャネル画像データ出力 
B9～0： B チャネル画像データ出力 

wh： 白基準画素（または有効画素データ） 
dm： 黒ダミー画素 
ob： 黒基準画素（OB 画素） 

ck2： CK2 端子モニタ 
clmp： CLMP 端子モニタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.5  LVDS 画像データ出力 
 
 

「制限注意事項」 
通常出力モードの ADCK 信号周波数範囲は下記のとおりとなります。 
■MUXMD=“0”設定時 
  10MHz ≦ ADCK 信号周波数≦ 40MHz 
■MUXMD=“1”設定時 
  5MHz ≦ ADCK 信号周波数≦ 40MHz 

 If MUXMD=“0”設定時
ADCK 

(40MHz Max.) 
画像データ 

TxSYNC 
(40MHz Max.) 

Tx0P/N 

Tx1P/N 

Tx2P/N 

Tx3P/N 

Tx4P/N 

0 画素目 1 画素目 

4 画素目 0 画素目 1 画素目 2 画素目 3 画素目

R3

ck2

G5

R2

R9

G4

B1

B8

B2

B9 B7

R0

R7

ob

G1

R6

R1

R8

G3

B0

G0

dm wh

R4R5

clmp

B4B5 B3

G7 G6

G2

G8

B6

G9

R3 R2 R1 

G5 G4 G3 

ck2 R9 R8 

B9 B8 B7 

B2 B1 B0 

■If MUXMD=“1”設定時
ADCK 

(40MHz Max.) 
画像データ 

TxSYNC 
(80MHz Max.) 

Tx0P/N R3 R2 R1 R0 ob dm wh R3 R2 R1 R0 ob dm wh R3 R2 R1 R0 ob dm 
Tx1P/N ck2 R9 R8 R7 R6 R5 R4 ck2 R9 R8 R7 R6 R5 R4 ck2 R9 R8 R7 R6 R5 

Tx2P/N G5 G4 G3 G2 G1 G0 clmp G5 G4 G3 G2 G1 G0 clmp G5 G4 G3 G2 G1 G0 
Tx3P/N B2 B1 B0 G9 G8 G7 G6 B2 B1 B0 G9 G8 G7 G6 B2 B1 B0 G9 G8 G7 
Tx4P/N B9 B8 B7 B6 B5 B4 B3 B9 B8 B7 B6 B5 B4 B3 B9 B8 B7 B6 B5 B4 

0 画素目(odd) 0 画素目(even) 1 画素目(odd) 

4 画素目 0 画素目 1 画素目 2 画素目 3 画素目
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DATACTL レジスタ（No.0x03）の PIXSQMD ビットに“1”を設定することにより、点順次出力モー
ドとなります。点順次出力モードで動作することにより、画像データの出力を LVDS 出力 2 対で送信
することが可能です。 
図 6.6 にその動作例を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.6  点順次出力モード時の LVDS 画像データ出力 
 

「制限注意事項 1」 
点順次出力モードは ADCK 信号周波数が下記の範囲の場合のみ使用可能です。 
■MUXMD=“0”設定時 

3.33MHz ≤ ADCK 信号周波数≤ 16.6MHz 
■MUXMD=“1”設定時 

1.66MHz ≤ ADCK 信号周波数≤ 13.3MHz 
 
「制限注意事項 2」 
PIXSQMD ビットを設定を設定する際は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PDLVDS ビットお

よび PDSTB ビットを“1”に設定してから行ってください。 
 

  If MUXMD=“0”設定時 
ADCK 

(16MHz Max.) 
画像データ 

TxSYNC 
(80MHz Max.) 

Tx0P/N R3 R2 R1 R0 ob dm wh G3 G2 G1 G0 ob dm wh B3 B2 B1 B0 ob dm wh R3

Tx1P/N ck2 R9 R8 R7 R6 R5 R4 ck2 G9 G8 G7 G6 G5 G4 ck2 B9 B8 B7 B6 B5 B4 ck2

Tx2P/N R5 R4 R3 R2 R1 R0 clmpG5 G4 G3 G2 G1 G0clmpB5 B4 B3 B2 B1 B0 clmpR5

Tx3P/N R2 R1 R0 R9 R8 R7 R6 G2 G1 G0 G9 G8 G7 G6 B2 B1 B0 B9 B8 B7 B6 R2

Tx4P/N R9 R8 R7 R6 R5 R4 R3 G9 G8 G7 G6 G5 G4 G3 B9 B8 B7 B6 B5 B4 B3 R9

0 画素目

4 画素目 0 画素目 1 画素目 2 画素目 3 画素目

 If MUXMD=“1” 設定時 
ADCK 

(13MHz Max.) 
画像データ 

TxSYNC 
(80MHz Max.) 

Tx0P/N 

Tx1P/N 

Tx2P/N 

Tx3P/N 

Tx4P/N 

R(odd) G(odd) B(odd) R(even) G(even) B(even)
0 画素目

4 画素目 0 画素目 1 画素目 2 画素目 3 画素目
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(4) プリエンファシス機能 
プリエンファシス機能は、LVDS 転送周波数が高い等のデータ送信が確実に行えない場合において、

内部回路のスイッチング電流を多く流すことにより安定したデータ送信を可能とします。プリエン
ファシス機能によりスイッチング電流を多く流すためには LVDSCTL レジスタ（No.0x16）の PE ビッ
トに“1”を設定してください。なお、通常時は“0”設定で使用します。 

 
(5) チャネル出力有効機能 
チャネル毎に LVDS 出力の有効／禁止の制御が可能です。LVDSCTL レジスタ（No.0x16）の TX0EN

～TX4EN ビットで設定してください。出力禁止設定のときはゼロが出力されます。 
 

(6) テストコード出力機能 
LVDS の送信テストを行う場合に使用します。LVDSCTL レジスタ（No.0x16）の LVDSDT ビットに

“1”を設定することにより各チャネルの出力データは表 6.5 に示すデータを出力します。 
 

 
表 6.5  テストコード出力機能データフォーマット 

 
出力チャネル 6 5 4 3 2 1 0 

Tx0P/N RD1OFS[6:0] 
Tx1P/N RD2OFS[6:0] 
Tx2P/N GR1OFS[6:0] 
Tx3P/N GR2OFS[6:0] 
Tx4P/N BL1OFS[6:0] 
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6.3  RSDS 部 
 
ADCK 信号を RSDS にて入力することができます。図 6.7 に RSDS 部周辺の接続関係を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.7  RSDS 接続図 
 

(1) パワーダウン機能 
RSDS 部は、パワーダウン機能を有しており、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PDRSDS ビッ

トによって制御することができます。PDRSDS ビットを“1”に設定することにより、RSDS 部はパワー
ダウンモードとなり ADCK 信号入力を停止します。また、“0”に設定することにより、パワーダウン
モードが解除され ADCK 信号入力を開始します。なお、パワーダウンモード解除後、安定動作を開始
するまで最大で 10ms 必要です。 

 
(2) 終端抵抗 

RSDS 入力端子の直近に 100Ωの終端抵抗を接続してください。 
 

「制限注意事項」 
外付け抵抗は公差±1.0%以下を推奨します。また、基板実装において本 IC とコネクタ間は、スルー

ホール等を介さず同一面に実装してください。 
 

(3) 空き端子処理 
ADCK 信号を RSDS 入力しない場合は、RXCLKP を Low レベルに、RXCLKN を High レベルに固定

してください。 
 

 電源 (3.3V) 

S1R77022

RX_VDD

バイパスコンデンサ 
RX_VSS

電源 (0V)

RXADCKP 端子

終端抵抗 

100Ω 

RXADCKN 端子

PDRSDS

RSDS
 -RX

クロックセレクタへ 
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6.4  入力クロック波形整形機能部 
 
ADCK 信号を波形整形（デューティを 50%化）するために波形整形機能を内蔵しております。図 6.8

に入力クロック波形整形機能周辺の接続関係を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.8 入力クロック波形整形機能 
 
 

「制限注意事項」 
本 IC を安定動作させるために、入力クロック波形整形機能は必ず有効（動作状態）にしてご使用く

ださい。 
 

(1) パワーダウン機能 
入力クロック波形整形機能のパワーダウン機能は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PDSTB

ビットによって制御することができます。PDSTB ビットを“1”に設定することにより、入力クロック
波形整形機能はパワーダウンモードとなり機能を停止します。また、“0”に設定することにより、パワー
ダウンモードが解除され動作を開始します。なお、パワーダウンモード解除後、安定動作を行うまで
最大で 10ms 必要とします。 

 
(2) ADCK 信号入力方式選択 

ADCK 信号の外部端子からの入力は、表 6.6 に示すとおりクロックパルス入力または RSDS 入力の
どちらかを選択して入力することができます。 

 

表 6.6  ADCK 入力信号選択設定 
 

レジスタ設定 端子処理 
入力方式 

PDRSDS CLKIN RXCLKP RXCLKN 
クロックパルス入力 “1” クロック入力 LOW HIGH 

RSDS 入力 “0” LＯＷ クロック入力 
0: レジスタ“0”設定  L: LOW レベル端子入力 
1: レジスタ“1”設定  H: HIGH レベル端子入力 

 
 

C2:3pF
R

C1:0.01µF
ADCK 入力信号

ADCK 端子 

RXADCKP 端子 

RXADCKN 端子 
PDSTB

VCOSEL[1:0]  レジスタ設定 
PDRSDS

R: 0.39Ω (if PIXSQMD=“0” 設定時)
R: 0.68Ω (if PIXSQMD=“1” 設定時)

ADCK 信号 

波形整形機能

LPF 端子

L

H
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(3) ADCK 信号入力周波数設定 
ADCK信号の周波数によりAFECTLレジスタ (No.0x0B) のVCOSEL[1:0]ビットを表 6.7に従い設定

する必要があります。 
 

表 6.7  VCOSEL [1:0] ビット設定 
 

ADCK 信号周波数 
PIXSQMD=“0” PIXSQMD=“1” 

VCOSEL [1:0]ビット設定 

25.0 ～ 40.0MHz 8.3 ～ 13.3MHz “11” 
20.0 ～ 25.0MHz 6.6 ～  8.3MHz “10” 
12.5 ～ 20.0MHz 4.1 ～ 6.6MHz “01” 
10.0 ～ 12.5MHz 3.3 ～ 4.1MHz “00” 

 
 

「制限注意事項」 
AFECTL レジスタ（No.0x0B）の VCOSEL[1:0]ビットおよび DATACTL レジスタ（No.0x03）の

MUXMD、AVEMD、PIXSQMD ビットを設定を設定する際は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）
の PDLVDS ビットおよび PDSTB ビットを“1”に設定してから行ってください。 

 
(4) 外付け部品 
入力クロック波形整形機能は安定した動作を行うためLPF端子に外付けの抵抗とコンデンサを接続

する必要があります。外付け抵抗およびコンデンサは下記の定数の部品を接続してください。但し、
DATACTL レジスタ（No.0x03）の PIXSQMD ビット設定の設定により R の定数が異なります。 

 R:0.39KΩ(PIXSQMD=“0”設定時) 
        0.68KΩ(PIXSQMD=“1”設定時) 
 C1:0.01µF 
 C2:3pF 
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6.5  アナログ部 
 

6.5.1  概要 
 
アナログ部は CCD（電荷結合素子）から出力されるアナログ画像データをデジタルに変換するブ

ロックです。本ブロックは主に CDS 部（相関二重サンプリング）、オフセット調整、プログラマブル・
ゲイン・アンプ (PGA) および 10 ビット A/D コンバータから構成されています。 

 
- 10 ビット A/D コンバータ 6 個内蔵 
- 最大変換レート：1 チャネルあたり 40Msps 
- 動作モード：CDS モードまたは S/H（サンプル／ホールド）モード 
- 動作チャネル数：1、2、3、4 または 6 チャネル 
- A/D コンバータへのフルスケール入力レンジ:1.2Vp-p 
- プログラマブル・ゲイン・アンプ (PGA) 調整レンジ：ゲイン調整特性をレジスタで選択 

-6.9dB(0.45 倍)～+12.0dB(4.0 倍)､ 
-0.9dB(0.9 倍)～＋18.0dB(8.0 倍)､ 
+5.1dB(1.8 倍)～＋24.1dB(16.0 倍) 

- オフセット調整レンジ：±300mV 
- 自動オフセット・ゲイン調整機能内蔵 
- 自動黒レベル補正機能内蔵 
- サンプリング信号自動生成機能内蔵（S/H モードのみ） 
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6.5.2  仕様 
 

表 6.8 アナログ部仕様 
 

仕様 
項目 Min. Typ. Max. 

内部基準電圧レベル 
低電位リファレンス (REFN) 1.10V 1.20V 1.30V 
同相モード電圧 (CM1) 1.40V 1.50V 1.60V 

 

高電位リファレンス (REFP) 1.70V  1.80V 1.90V 
変換特性 

最大変換レート (1 チャネルあたり)   40Msps  
解像度  10bits  

アナログ入力 
外部差動入力レンジ   2.6Vp-p 
A/D コンバータ入力レンジ   1.2Vp-p 
入力電圧範囲 AGND  AVDD 
有効アナログ入力範囲 ※1 0V  1.5V 
最小ゲイン調整    ※2  -6.9 dB (0.45 倍)、 

-0.9 dB (0.9 倍)、 
+5.1 dB (1.8 倍) 

 

最大ゲイン調整    ※2  +12.0 dB (4.0 倍)、 
+18.0 dB (8.0 倍)、 
+24.1 dB (16.0 倍) 

 

ゲイン分解能  128 ステップ  
ゲイン誤差  ±1dB  
オフセット調整レンジ  ±300mV  
オフセット分解能  1024 ステップ  
オフセット誤差  ±20mV  
クランプレベル レジスタ選択(16 ステップ) 

 

ライン・クランプ機能 バッファアンプ能力（バイアス電流）レジスタ選択 
（0.5 倍～1.7 倍） 

A/D コンバータ ダイナミック特性(ADCK 周波数) 
30[MHz]以下  ±1.0  

30～35[MHz]以下  ±1.1  
積分非直線性 

(INL) 
35～40[MHz]  ±4.7  
30[MHz]以下  ±0.6  

30～35[MHz]以下  ±0.9  
微分非直線性 

(DNL) 
35～40[MHz]  +4.5/-1.0  

 

ノーミッシングコード 保証 ※3 
電源条件 
 電源電圧(AVDD) +3.135V  +3.3V  +3.465V  
※1 S/H モード（ライン・クランプ）時のみ、A/D 変換可能な入力範囲 

（CCD のリセットノイズ等の無効なアナログ成分は含まない） 
※2 レジスタ設定により切り換え 
※3  35MHz 以下の場合 
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図 6.9 A/D コンバータ積分非直線性（INL） 
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図 6.10 A/D コンバータ微分非直線性（DNL） 
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6.5.3  内部ブロック構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.11 アナログ部ブロック図（R チャネル[ODD]） 
 

表 6.9 アナログ部端子説明 
 

端子名称 端子説明 接続先 
外部接続 

AVDD アナログ電源+3.3V 外部接続 
AGND アナロググランド 外部接続 

REFN 低電位リファレンス 1 (1.2V) 外部接続 

ADN 低電位リファレンス 2 (1.2V) 外部接続 

CM1 同相モード電圧 1 (1.5V) 外部接続 

CM2 同相モード電圧 2 (1.5V) 外部接続 

REFP 高電位リファレンス 1 (1.8V) 外部接続 

ADP 高電位リファレンス 2 (1.8V) 外部接続 

RINP1 アナログ入力 外部接続 

CLMPLV/INN クランプレベルモニタ/ 
リファレンスレベル入力 

外部接続 

TRP1 A/D コンバータ高電位入力 (ODD) 外部接続 

TRN1 A/D コンバータ低電位入力 (ODD) 外部接続 

ADCK A/D 変換クロック 外部入力 
CK1 クロック信号 1 外部入力 

 

CLMP クランプ信号 外部入力 
内部接続 

PD パワーダウン レジスタ出力 
SMPLP 高電位入力レベルサンプリング信号 内部生成（動作モードによって CK1 から生成） 
SMPLN 低電位入力レベルサンプリング信号 内部生成（動作モードによって CK1、CK2 から生成）

CDSMD サンプリングモード設定 レジスタ出力 
S/HRVS S/H モード差電圧極性設定 レジスタ出力 

OFS オフセット設定値 レジスタ出力 

GAIN ゲイン設定値 レジスタ出力 

CLMPEN クランプ許可設定 レジスタ出力 

 

CLMPLV クランプレベル設定 レジスタ出力 

 

RINP1 
CDS/PGA

IP

IN

OUTP

OUTN

OFS

GAIN

PD

CLMP 
Level 

AVDD 

CLMPLV/INN

Reference
  Voltage
    Generator 

REFP 
CM1 
REFN 

A/D 
10bit 

TRP 
TRN 

AGND 
PD

ADP

ADN
CM2

CK1 
CLMP ADCK 

CLMPEN 

CLMPLV 

SMPLP 
SMPLN 

CDSMD 
S/HRVS 
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6.5.4  パワーダウン機能 
 
アナログ部のパワーダウン機能は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PD ビットによって制御

することができます。“1”に設定することにより、パワーダウンモードとなります。また、“0”に設定
することにより、パワーダウンモードが解除され動作を開始します。なお、動作しないチャネルのア
ナログ部については、自動的にパワーダウンモードとなります。 

 
 

6.5.5  基準電圧発生回路（Reference Voltage Generator） 
 
アナログ部は基準電圧発生回路にて生成した基準電圧レベルを基準に動作を行います。また、内部

基準電圧は REFP 端子、CM1 端子および REFN 端子にてモニタすることができます。 
 
 

6.5.6  クランプ回路 
 
クランプ回路は、CCD のアナログ出力の DC 成分を除去するために、アナログ入力を AC カップリ

ングコンデンサを介して入力し、内部バイアス回路で適正な電圧にクランプします。 
クランプ動作は、CLMP 信号（クランプタイミング）の入力タイミングにより、各画素単位に動作

する「ビット・クランプ」、または指定された範囲の画像について動作する「ライン・クランプ」で動
作することができます。クランプタイミングは CLMP 信号（クランプタイミング）と CK1 信号（サ
ンプリングクロック 1）が共に HIGH 入力時のタイミングで動作します。なお、CLMP 信号は AFEMD
レジスタ（No.0x02）の CLMPPOL ビットによって、その論理極性を反転させることができます。 
クランプレベルは内部生成または外部入力をすることができます。外部入力する場合は、AFEMD レ

ジスタ（No.0x02）の CLMPEN ビットを“0”設定にし、CLMPLV/INN 端子から限界範囲内の電圧レベル
を入力してください。一方、内部生成する場合は、CLMPEN ビットを“1”設定にしてください。内部生
成されるクランプレベルは下記に示すとおり AFEMD レジスタ（No.0x02）の CLMPLV[3:0]ビットの設
定によって、その電圧レベルを選択させることができます。また、CLMPLV/INN 端子によってその電圧
レベルをモニタすることができます。 

 
レジスタ設定値（0～15） 

クランプ電圧（V）≒ AVDD ×
16 

 
 

6.5.7  CDS/PGA 
 
本 IC は、CCD から出力されるアナログ画像データに対し、アナログ－デジタル変換をします。ア

ナログ画像データのサンプリング方式には、CDS モードまたは S/H モードがあります。その切り換え
は、AFEMD レジスタ（No.0x02）の CDSMD ビットで行います。“1”設定時において CDS モードとな
り、“0”では S/H モードに切り換わります。 
また、S/H モード動作時のみ AFECTL レジスタ（No.0x0B）の CKGEN ビットに“1”を設定することに

よって、CK1 信号（サンプリングクロック 1）を外部入力せずともサンプリング信号を自動生成します。
外部入力の ADCK 信号を元にサンプリング信号を生成し、サンプリングポイントは外部入力の ADCK
信号の立ち下がりとなります。なお、CKGENMD レジスタ（No.0x0C）の CKGENMD ビットに“1”を設
定することにより、そのパルス幅（立ち上がりを遅延（約 2～7ns）させる）を短くすることができます。 
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(1) CDS モード機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.12 CDS モード内部構成図 
 
AFEMD レジスタ（No.0x02）の CDSMD ビットに“1”を設定することにより CDS モードとなりま

す。また、AFEMD レジスタ（No.0x02）の CLMPEN ビットに“1”を設定することにより、画素毎に
クランプするビット・クランプを行うことができます。 

CDS モードは CK1 信号（サンプリングクロック 1）でクランプレベルを、CK2 信号（サンプリング
クロック 2）が HIGH 入力時に CCD 出力レベルをサンプリングします。なお、CK1 信号および CK2
信号は AFEMD レジスタ（No.0x02）の CKPOL ビットにより、その論理極性を反転させることができ
ます。 

図 6.12 に CDS モード時における内部構成図を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 6.13 CDS モード動作タイミング例 
 

図 6.13 に CDS モード時の動作タイミング例を示します。また、下記にその設定例を示します。 
AFEMD レジスタ（No.0x02）：XX XX01 0001(2)  注）X は基準電圧レベルにより任意に設定 
 
 

 クランプレベル

CLMPEN 

CLMPLV/INN 
Cclmp 

C
+ - 

xINPn 
Cin 

- + 
C

CCD 出力 

CK1 

CK2 

 

CCD 出力 

CLMP 

CK1 

CK2 

ADCK 

データ出力 

n n+11 n+12 n+13 n+14 n+15 n+16

(ビット・クランプ)

n n+1 n+2

（OB） （OB） 
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(2) S/H モード機能（差電圧入力） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.14 S/H モード（差電圧入力）内部構成図 
 
AFEMD レジスタ（No.0x02）の CDSMD ビットを“0”に設定することによって S/H モードとなり、

CLMPLV/INN 端子に基準電圧レベル入力し、画像データ信号レベルとの差電圧入力を行うことができ
ます。サンプリングは、CK1 信号（サンプリングクロック 1）で基準電圧レベルと CCD 出力レベルを
同時に行います。CLMPLV/INN 端子から基準電圧レベルを入力する場合は、AFEMD レジスタ
（No.0x02）の CLMPEN ビットに“0”を設定してください。 

一方、CLMPEN ビットに“1”を設定することにより、クランプレベルを基準電圧レベルとして内部
生成させることができ、その電圧レベルを CLMPLV/INN 端子でモニタすることができます。その際
は外部から電圧レベルを供給しないでください。 
図 6.14 に S/H モード（差電圧入力）時における内部構成図を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.15 S/H モード（差電圧入力）動作タイミング例 
 
図 6.15に S/Hモード（差電圧入力）時で基準電圧を外部入力の場合の動作タイミング例を示します。

また、下記にその設定例を示します。 
AFEMD レジスタ（No.0x02）：00 0000 0000(2) 
 
 

 外部入力時 (CLMPEN＝“0”のみ接続) クランプレベル

CLMPEN

CLMPLV/INN 

Cinn 

C
+ - 

xINPn 

- + 
C

基準電圧 

電圧発生 

CCD 出力 

CK1 

 n n+1 n+11 n+12 n+13 n+14 n+15 
CCD 出力 

CLMP (Low) 

CK1 

CK2 (Low) 

ADCK 

データ出力 n-2 n-1 n n+1 n+2 
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(3) S/H モード機能（ライン・クランプ） 
 

クランプレベル
LCLMP

CLMPEN

CLMPLV/INN
Cclmp

バッファアンプ

C
+ -

xINPn - +
Cin バッファアンプ C

CCD出力

CK1

CLMP

  
図 6.16 S/H モード（ライン・クランプ）内部構成図 

 
S/H モード設定時において、AFEMD レジスタ（No.0x02）の S/HRVS ビットと CLMPEN ビットを

ともに“1”に設定することにより、基準電圧レベルと画像データ信号レベルの入力極性が正負逆となり、
ライン・クランプすることができます。ライン・クランプは CCD 出力の OB（Optical Black）画素の
タイミングで CLMP 信号に HIGH にし、有効画素データ入力時は LOW にすることにより、クランプ
レベルと CCD 出力レベルの差電圧がサンプリングされます。なお、サンプリングは、CK1 信号（サ
ンプリングクロック 1）でクランプレベルと CCD 出力レベルを同時に行います。INCLT レジスタ
（No.0x0D）の LCLMP ビットに“1”を設定することにより、バッファアンプ機能が有効となり、クラ
ンプレベルに引き込まれたアナログ入力レベル（xINPn 端子）が安定します。ADCMD レジスタ
（No.0x0F）の BL[1:0]ビットによりバッファアンプの能力を設定することができます。 

 
図 6.16 に S/H モード（ライン・クランプ）時における内部構成図を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.17 S/H モード（ライン・クランプ）動作タイミング例 
 
図 6.17 に S/H モード（ライン・クランプ）時で基準電圧を外部入力の場合の動作タイミング例を示

します。また、下記にその設定例を示します。 
AFEMD レジスタ（No.0x02）：XX XX01 0010(2)  注）X は基準電圧レベルにより任意に設定 
 
 

 (OB) (OB) n n+1 n+14 n+15 n+16 
CCD 出力 

CLMP (ライン・クランプ) 

CK1 

CK2 (Low) 

ADCK 

データ出力 n n+1 n+2
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6.5.8  A/D コンバータ 
 
高速タイプ 10 ビット A/D コンバータです。ADCK 信号 1 サイクルで 1 画素分を A/D 変換します。

なお、ADCK 信号は AFEMD レジスタ（No.0x02）の ADCKPOL ビットにより、その論理極性を反転
させることができます。 

 
 

6.5.9  オフセット調整 
 
本 IC は入力信号レベルに対してオフセットを調整することができます。 
オフセット調整には 1024 ステップのオフセット調整レジスタを持ち、このレジスタを設定すること

によってオフセット値を調整します。また、オフセット調整は各チャネルそれぞれレジスタが用意さ
れており独立して設定することができます。 
オフセット調整レンジは－300mV から＋300mV まで設定することができ“0x000”を設定すると－

300mV となり、“0x3FF”を設定すると＋300mV となります。 
図 6.18 はオフセット調整レジスタと得られるオフセット値を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.18  オフセット特性 
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6.5.10  プログラマブル・ゲイン・アンプ(PGA) 
 
本 IC にはプログラマブル・ゲイン・アンプが内蔵されております。 
プログラマブル・ゲイン・アンプには 128 ステップのゲイン調整レジスタを持ち、このレジスタを

設定することによってゲイン値を調整します。また、ゲイン調整は各チャネルそれぞれレジスタが用
意されており独立して設定することがます。 
ゲイン調整レンジは-6.9dB(0.45 倍)から+12.0dB(4 倍)まで設定することができ、“0x00”を設定すると

最小ゲインとなり、“0xFE”を設定すると最大ゲインとなります。また、それぞれの GAINSEL[1:0]ビッ
トに“01”を設定することによって-0.9dB(0.9 倍)から+18.0dB(8.0 倍)の範囲で設定することができ、“11”
を設定することによって-5.1dB(1.8 倍)から+24.1dB(16.0 倍)の範囲で設定することができます。これら
のゲイン調整を行い 10ビットA/Dコンバータの入力レンジ(1.2V)とマッチングさせるように値を設定
します。 
図 6.19 はゲイン調整レジスタと得られるゲイン値を示しています。また、レジスタ設定値と得られ

るゲインは下記の計算式により近似することができます。 
 
 

128 
ゲイン（倍率）≒ 32 + (255 - レジスタ設定値) 

注）GAINSEL[1:0]ビット“00”設定時は上記ゲイン（倍率）の 1 倍 
GAINSEL[1:0]ビット“01”設定時は上記ゲイン（倍率）の 2 倍 
GAINSEL[1:0]ビット“11”設定時は上記ゲイン（倍率）の 4 倍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.19 ゲイン特性（倍率） 
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【制限注意事項】 
・PGA 特性 
本 IC のプログラマブル・ゲイン・アンプ（PGA）の設定階調は 128 ステップとなります。 
レジスタへの設定は、上位７ビットについて行い、最下位ビットへは必ずゼロを設定してください。

レジスタ設定値－取得ゲイン特性は図 6.19 を参照してください。 
図 6.20 は入力差電圧として 0.05V を入力した場合におけるレジスタ設定値と出力値［LSB］の関係

を示したものです。また、図 6.20 は下記の計算式により近似することができます。 
 
出力値[LSB] ≒ ｛入力差電圧×（ゲイン［倍率］）＋err｝  
                     err はレジスタ設定（ステップ）が 0～64 の範囲で 0[LSB] 
                          レジスタ設定（ステップ）が 65～127 の範囲で -2.2[LSB] 
 
但し、レジスタ設定が固定の場合、入力差電圧に対する出力値のリニアリティは確保されます。 
 

 

図１ ゲイン特性例

0

50

100

150

200

250

300

0 16 32 48 64 80 96 112 128

出力値[LSB]

レジスタ設定（ステップ）
 

 
 

図 6.20 ゲイン特性例（出力値[LSB]） 
 

入力差電圧 0.05V 
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6.5.11  自動オフセット・ゲイン調整機能 
 
自動オフセット・ゲイン調整機能は、画像読み取り動作前に行うオフセット設定およびゲイン設定

を自動的に行う機能です。本機能を使用することにより、高速かつ容易に本画像の読み取りを行うこ
とができます。それぞれの機能は、黒基準画素または黒ダミー画素を A/D 変換後の黒レベル、および
白基準画素の A/D 変換後の白レベルが、レジスタに設定した値が得られるようオフセット・ゲインレ
ジスタを自動的に調整します。 
自動オフセット調整機能または自動ゲイン調整機能は、AUTOOFSGAINレジスタ(No.0x0A)のAOEN

ビットまたは AGEN ビットを“1”に設定することにより有効となり、それぞれ独立して動作させるこ
とができます。なお、両ビットを同時に“1”設定することにより両機能が同時に有効となります。 

自動オフセット調整機能および自動ゲイン調整機能は、それぞれ基準となる画素のレベルを解析す
ることによって動作します。従って、それぞれの画素の入力タイミングを指定する必要があります。
自動オフセット調整機能は調整完了までに 11 ライン分のデータ取得を必要とし、自動ゲイン調整機能
は 9 ライン分のデータ取得を必要とします。また、自動オフセット調整機能と同時に有効とした場合、
自動オフセット調整完了後に自動ゲイン調整機能が働きます。この場合、45 ライン分のデータを必要
とします。なお、本機能動作完了後、AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の AOEN ビットおよび AGEN
ビットは、自動的に“0”となります。また、CALCTL レジスタ(No.0x01)の AOGCMPOUT ビットを“1”
に設定することにより、その動作状態を SDO 端子に出力することができ、調整機能動作完了後“H”を
出力します。自動オフセット調整機能および自動ゲイン調整機能を同時に有効とした場合は、両機能
の動作が完了した際にその状態を出力します。 
自動オフセット調整機能は、黒レベルを BKLEVEL レジスタ(No.0x09)設定値を下限とし、その設定

値に近づくように、オフセットを自動的に調整します。また、自動ゲイン調整機能は、白レベルが
WHLEVEL レジスタ(No.0x08)レジスタ設定値を上限とし、その設定値に近づくように、ゲインを自動
的に調整します。なお、それぞれ画素のレベル解析は、それぞれの指定範囲の画素を CALCTL レジス
タ(No.0x01)の WHAVE[2:0]ビットまたは BKAVE[2:0]で設定された画素数毎に平均化した値について
解析します。 
各調整機能動作完了後、CALCTL レジスタ(No.0x01)の AOGMON ビットに“1”を設定することによ

り、調整後の出力画素レベルをモニタすることができます。なお、モニタレジスタは表 6.10 に示すと
おり他レジスタと兼用となっています。 

 
 

表 6.10  モニタレジスタ一覧 
 

入力チャネル 黒レベルモニタ 白レベルモニタ 
R チャネル (odd) RD1OFS レジスタ (No.0x10) RD1GAIN レジスタ (No.0x18) 
R チャネル (even) RD2OFS レジスタ (No.0x11) RD2GAIN レジスタ (No.0x19) 
G チャネル (odd) GR1OFS レジスタ (No.0x12) GR1GAIN レジスタ (No.0x1A) 
G チャネル (even) GR2OFS レジスタ (No.0x13) GR2GAIN レジスタ (No.0x1B) 
B チャネル (odd) BL1OFS レジスタ (No.0x14) BL1GAIN レジスタ (No.0x1C) 
B チャネル (even) BL2OFS レジスタ (No.0x15) BL2GAIN レジスタ (No.0x1D) 
 

(1) CDS モード時 
自動オフセット調整機能は、CCD の黒基準画素（OB 画素）の A/D 変換結果を黒レベルとしオフセッ

トを自動的に調整します。また、自動ゲイン調整機能は、BKWHST レジスタ（No.0x04）の WHST[3:0]
ビットおよび WHNUM レジスタ（No.0x06～7）で指定された範囲の画素の A/D 変換結果を白レベル
としゲインを自動的に調整します。黒基準画素位置の指定は、黒基準画素入力タイミング時において
CLMP 端子に HIGH を入力してください。図 6.21 にその動作タイミング例を示します。 
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図 6.21  CDS モード時自動オフセット・ゲイン調整機能タイミング例 
 

(2) S/H モード時 
自動オフセット調整機能は、CCD の黒ダミー画素の A/D 変換結果を黒レベルとしオフセットを自

動的に調整します。また、自動ゲイン調整機能は、CDS モード時と同様に、BKWHST レジスタ(No.0x04)
の WHST[3:0]ビットおよび WHNUM レジスタ(No.0x06~7)で指定された範囲の画素の A/D 変換結果を
白レベルとしゲインを自動的に調整します。 
黒ダミー画素位置の指示は、外部から信号入力する方法と、内部画素位置カウンタを利用する方法の

2 とおりがあります。外部から信号入力する場合は、BKMNUM レジスタ(No.0x05)の BKPIXCNTEN ビッ
トを“0”に設定し、黒ダミー画素入力タイミング時において CK2 端子に HIGH を入力してください。一
方、内部画素位置カウンタ利用時は、BKMNUMレジスタ(No.0x05)のBKPIXCNTENビットを“1”設定し、
BKWHST レジスタ(No.0x04)の BKST[5:0]ビットに黒ダミー画素開始位置を設定し、BKNUM レジスタ
(No.0x05)に黒ダミー画素数を設定してください。図 6.22 にその動作タイミング例を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.22  S/H モード時自動オフセット・ゲイン調整機能タイミング 

  BKPIXCNTEN=“0”, AOEN=“1”, AGEN=“0” または “1” 

CLMP 端子入力レベル

(黒基準画素入力タイミング)

内部ビットクランプタイミング

CCD 出力

AFE 出力 

画素位置カウント開始（内部）

内部画素位置カウント終了（内部） 

黒基準画素(OB 画素)

白基準画素(または有効画素データ)

WHST WHNUM

  BKPIXCNTEN=“0”, AOEN=“1”, AGEN=“0” または “1”

CLMP 信号入力
(ラインクランプタイミング) 

CK2 信号入力 
(黒ダミー画素入力指示) 

CCD 出力 

AFE 出力 

画素位置カウント開始（内部） 

内部画素位置カウント終了（内部） 

WHNUM

 BKPIXCNTEN=“1”, AOEN=“1” または “0”, AGEN=“1”

CLMP 信号入力 

CK2 信号入力 
(黒ダミー画素入力指示) 

CCD 出力 

AFE 出力 

WHNUM

黒基準画素 (OB 画素)

黒ダミー画素 

白基準画素 (または有効画素データ)

BKST BKNUM WHST

WHST

(ラインクランプタイミング) 

画素位置カウント開始（内部） 

内部画素位置カウント終了（内部） 



6. 機能説明 
 
 

S1R77022F00B000 テクニカルマニュアル  EPSON 31 
(Rev.1.0) 

6.5.12  自動黒レベル補正機能 
 
AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKADJ ビットを“1”に設定することにより、自動黒レベル

補正機能が有効となります。本機能はスキャナシステムが原稿を取り込み時に、オフセット設定を自
動調整することにより、CCD の黒レベル変動またはライン・クランプ時におけるクランプレベルへの
引き込み電圧レベル変動を吸収します。 
自動黒レベル補正機能は、ラインごとに黒レベルの解析を行い、オフセット設定を自動的に更新し、

黒レベルを補正します。また、黒レベルの解析は自動オフセット調整機能と同様に、CALCTL レジス
タ(No.0x01)の BKAVE[2:0]ビットで設定された画素数毎に平均化した値について解析します。黒レベ
ル解析後のオフセット設定の更新タイミングは、CALCTL レジスタ(No.0x01)の OFSCHTIM ビット設
定によって、図 6.23 に示すとおり切り換えることが可能です。また、解析および調整方法は、
AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD0～5 ビットの設定によりその動作モードを選択するこ
とができます。 
なお、CDSモードにおける黒基準画素または S/Hモード時における黒ダミー画素の位置指定方法は、

自動オフセット・ゲイン調整機能と同様です。その際、BKWHST レジスタ(No.0x04)の WHST[3:0]ビッ
トおよび WHNUM レジスタ(No.0x06～7)は最適な値を設定してください。にその動作タイミング例を
示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.23 自動黒レベル補正機能動作タイミング例 
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(1) 黒レベル変動検出 
黒レベルの変動の検出は、図 6.23 中の黒レベル解析期間内の画素について、CALCTL レジスタ

(No.0x01)の BKAVE[2:0] ビットで設定された画素数を平均化した値について検出します。その平均化
された値について BKLEVEL レジスタ(No.0x09)設定を基準に解析を行います。 
黒レベル変動の検出は、AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD4,ABKMD1 または ABKMD0

ビットの設定により、その検出方法を選択することができます。使用されるアプリケーションの環境
によって最適な検出方法は異なりますので、最適な画像が取得できるよう設定してください。 

 
- 検出ライン数設定(ABKMD4 ビット) 
AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD4 ビットを“0”に設定した場合、連続して 2 ライン同

一方向に黒レベル変動を検出したときにオフセット設定を更新し補正します。一方、“1”に設定した場
合、毎ライン黒レベルの変動を検出したときにオフセット設定を更新し補正します。CDS モード時や
S/H モード（差電圧入力）時のように、黒レベルの変動が小さい場合には ABKMD4 ビットを“0”に設
定し、補正量を抑えることが可能です。 

 
- 検出設定(ABKMD1 ビット) 
黒レベル変動検出範囲は、AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD1 ビットの設定によって設

定することができます。黒レベル変動の検出範囲は図 6.24 に示すとおりです。図 6.24 中の黒レベル平
均値が図に示すレベルの場合、ABKMD1 ビット設定が“1”のとき BKLEVEL レジスタ(No.0x09)設定値
から黒レベルが外れているので、変動を検出しオフセット設定を更新します。一方、ABKMD1 ビット
設定が“0”の場合、BKLEVEL レジスタ(No.0x09)±n 範囲内の変動は不感となります。よって、変動検
出せずオフセット更新を行いません。なお、変換範囲の n 値は、A/D 変換結果のオフセット設定 1LSB
変動相当分となり、ゲイン設定によって異なります。一方、ゲイン設定が 2 倍未満の場合は n=1 とし
て動作します。 

 
例：ゲイン設定が 4 倍の場合の n 値 
 

0.586mv（オフセット設定 1LSB 変動分）×4（ゲイン設定）×1023 
検出範囲 n＝ 

1.2Vp-p（A/D 変換範囲） 
＝2 

注）小数点以下は切り捨て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.24 黒レベル変動検出範囲 
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- 不感帯 2 倍設定（ABKMD0 ビット） 
黒レベル変動検出範囲は、AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD0 ビット設定により

ABKMD1 ビット設定よりも更に不感帯を 2 倍に広げることができます。黒レベル変動の検出範囲は図
6.25 に示すとおりです。図 6.25 中の黒レベル平均値が図に示すレベルの場合、ABKMD0 ビット設定
が“0”のとき BKLEVEL レジスタ(No.0x09)設定値から黒レベルが外れているので、変動を検出しオフ
セット設定を更新します。一方、ABKMD0 ビット設定が“1”の場合、BKLEVEL レジスタ(No.0x09)±n×2
範囲内の変動は不感となります。よって、変動検出せずオフセット更新を行いません。なお、変換範
囲の n 値は、A/D 変換結果のオフセット設定 1LSB 変動相当分となり、ゲイン設定によって異なりま
す。一方、ゲイン設定が 2 倍未満の場合は n=1 として動作します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.25 黒レベル変動検出範囲（不感帯 2 倍） 
 

(2) 黒レベル補正 
黒 レ ベ ル の 変 動 を 検 出 後 、 そ の 補 正 方 法 を AUTOOFSGAIN レ ジ ス タ (No.0x0A) の

ABKMD2,ABKMD3 または ABKMD5 ビットの設定により、その補正方法を選択することができます。
使用されるアプリケーションの環境によって最適な補正方法は異なりますので、最適な画像が取得で
きるよう設定してください。 

 
- 補正目標設定(ABKMD2 ビット) 
AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD2 ビット設定により、黒レベルの変動を検出し、補正

後の目標となるレベルを設定します。“0”に設定することにより BKLEVEL レジスタ(No.0x09)設定値
を目標に補正します。一方、“1”に設定した場合、BKLEVEL レジスタ(No.0x09)+n を目標に補正しま
す。 
その動作例を図 6.26 に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.26 補正目標動作例 
 

出力レベル 
0x3FF 

                    ABKMD2=“0”設定時の補正目標 
                    ABKMD2=“1”設定時の補正目標 
BKLEVEL+n 
 
BKLEVEL 設定値 
 
BKLEVEL-n 

0x000 

黒レベル平均値（高方向の変動検出） 

黒レベル平均値（低方向の変動検出） 

出力レベル 
0x3FF 

 
              ABKMD1=“0”設定時 
BKLEVEL+n×2 

           ABKMD1=“1”設定時 
BKLEVEL 設定値 
 
BKLEVEL-n×2 

0x000 

黒レベル平均値

（ゲイン設定 2 倍以上の場合） 

出力レベル 
0x3FF 

 
              ABKMD1=“0”設定時 
 
BKLEVEL+2           ABKMD1=“1”設定時

BKLEVEL 設定値 
BKLEVEL-2 
 

0x000 

黒レベル平均値

（ゲイン設定 2 倍未満の場合） 
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- 過補正設定（ABKMD3 ビット） 
AUTOOFSGAIN レジスタ（No.0x0A）の ABKMD3 ビットを“1”に設定することにより、補正量を 2

倍にし補正します。“0”に設定した場合は最適値の補正を行います。 
その動作例を図 6.27 に示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.27 過補正動作例 
 

- 補正量設定(ABKMD5 ビット) 
AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD5 ビットを“1”に設定することにより、黒レベル変動

を検出した際、補正目標まで補正します。“0”設定の場合は、ゲイン設定 2 倍以上のときオフセット
1LSB の補正を行います。一方、ゲイン設定 2 倍未満の場合は、A/D 変換で 1LSB 相当の補正を行いま
す。 

 
- 過小補正設定(ABKMD6 ビット) 
AUTOOFSGAIN レジスタ(No.0x0A)の ABKMD6 ビットを“1”に設定することにより、補正量を 1/2

倍にし補正します。“0”に設定した場合は最適値の補正を行います。 
その動作例を図 6.28 に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.28 過小補正動作例 

出力レベル 
0x3FF 

                    ABKMD3=“0”設定時の補正 
                    ABKMD3=“1”設定時の補正 
 
                   mLSB 
BKLEVEL 設定値 
 
                   m×2LSB 
 

0x000 

黒レベル平均値（高方向の変動検出） 

出力レベル 
0x3FF 

                    ABKMD6=“1”設定時の補正 
                    ABKMD6=“0”設定時の補正 
 
                    m×1/2LSB 
 
                   mLSB 
BKLEVEL 設定値 

0x000 
 

黒レベル平均値（高方向の変動検出） 
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6.5.13  レジスタ設定シーケンス例 
 
電源投入時または待機状態からの復帰～画像取得までのレジスタ設定シーケンス例を図6.29に示し

ます。なお、図 6.29 のシーケンス例は、電源投入時から電源電圧が安定するまでの期間または待機状
態時において、XRST 端子に Low が入力されている場合を示します。なお、各ステージ（四角で囲ま
れた部分）内のレジスタ設定は順不同でもかまいません。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

①XRST端子にHigh入力 

②CKGENMDレジスタ（No.0x0C） 
AFECTLレジスタ（No.0x0B） 
DATACTLレジスタ（No.0x03） 

③POWERDOWNレジスタ（No.0x00） 

④AFEMDレジスタ（No.0x02） 
BKWHSTレジスタ（No.0x04） 
BKNUMレジスタ（No.0x05） 
WHNUM_Lレジスタ（No.0x06）、WHNUM_Hレジスタ（No.0x07） 
INCTLレジスタ（No.0x0D） 
ADCMDレジスタ（No.0x0F） 
LVDSCTLレジスタ（No.0x16） 

10msのウェイト、ランプの点灯

キャリブレーション（オフセット・ゲイン設定） 

自動調整で行う場合 

白基準板へキャリッジを移動 

⑤WHLEVELレジスタ（No.0x08） 
BKLEVELレジスタ（No.0x09） 
CALCTLレジスタ（No.0x01） 

⑥AUTOOFSGAINレジスタ（No.0x0A） 
AOENビット、AGENビット 

⑤’xxOFSレジスタ（No.0x10～15） 
xxGAINレジスタ（No.0x18～1D） 

手動（システム）で行う場合 

画像読取り開始 

⑥’BKLEVELレジスタ（No.0x09） 
CALCTLレジスタ（No.0x01） 

⑦AUTOOFSGAINレジスタ（No.0x0A） 
     ABKADJビット 

自動黒レベル補正する場合 自動黒レベル補正しない場合 

自動黒レベル補正する場合

注)⑥、⑦、⑧を行わない場合は、 

BKWHST、BKNUM、WHNUM_L、WHNUM_H 

レジスタの未設定可 

自動黒レベル補正しない場合 

 
図 6.29 レジスタ設定シーケンス例 
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7. レジスタ 
 

7.1  レジスタマップ 
No. Register Name R/W Function 
0x00 POWERDOWN R/W パワーダウンレジスタ 
0x01 CALCTL R/W 画素解析機能制御レジスタ 
0x02 AFEMD R/W AFE 動作モード設定レジスタ 
0x03 DATACTL R/W データ出力制御レジスタ 
0x04 BKWHST R/W 黒ダミー画素・白基準画素開始位置設定レジスタ 
0x05 BKNUM R/W 黒ダミー画素数設定レジスタ 
0x06 WHNUM_L R/W 白基準画素数設定レジスタ（下位） 
0x07 WHNUM_H R/W 白基準画素数設定レジスタ（上位） 
0x08 WHLEVEL R/W 白画素出力レベル設定レジスタ 
0x09 BKLEVEL R/W 黒画素出力レベル設定レジスタ 
0x0A AUTOOFSGAIN R/W 自動オフセット・ゲイン調整機能設定レジスタ 
0x0B AFECTL R/W AFE 制御レジスタ 
0x0C CKGENMD R/W サンプリング信号制御レジスタ 
0x0D INCTL R/W 入力制御レジスタ 
0x0E (Reserved)   
0x0F ADCMD R/W A/D コンバータ動作モード設定レジスタ 
0x10 RD1OFS R/W R チャネル(ODD)オフセットレジスタ 
0x11 RD2OFS R/W R チャネル(EVEN)オフセットレジスタ 
0x12 GR1OFS R/W G チャネル(ODD)オフセットレジスタ 
0x13 GR2OFS R/W G チャネル(EVEN)オフセットレジスタ 
0x14 BL1OFS R/W B チャネル(ODD)オフセットレジスタ 
0x15 BL2OFS R/W B チャネル(EVEN)オフセットレジスタ 
0x16 LVDSCTL R/W LVDS 設定レジスタ 
0x17 (Reserved)   
0x18 RD1GAIN R/W R チャネル(ODD)ゲインレジスタ 
0x19 RD2GAIN R/W R チャネル(EVEN)ゲインレジスタ 
0x1A GR1GAIN R/W G チャネル(ODD)ゲインレジスタ 
0x1B GR2GAIN R/W G チャネル(EVEN)ゲインレジスタ 
0x1C BL1GAIN R/W B チャネル(ODD)ゲインレジスタ 
0x1D BL2GAIN R/W B チャネル(EVEN)ゲインレジスタ 
0x1E (Reserved)   
0x1F (Reserved)   
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7.2  ビットマップ 
No. Register Name bit9 bit8 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
0x00 POWERDOWN       PDLVDS PDRSDS PDSTB PD 

0x01 CALCTL AOGMON OFSCHTIM  WHAVE[2:0] AOGCMPOUT BKAVE[2:0] 

0x02 AFEMD CLMPLV[3:0] CLMPPOL CLMPEN ADCKPOL CKPOL S/HRVS CDSMD

0x03 DATACTL TSTMD[1:0] INSTGO XOEB XOEG XOER PIXSQMD MUXSQ AVEMD MUXMD

0x04 BKWHST WHST[3:0] BKST[5:0] 

0x05 BKNUM BKPIXCNTEN  BKNUM[7:0] 

0x06 WHNUM_L WHNUM[9:0] 

0x07 WHNUM_H     WHNUM[15:10] 

0x08 WHLEVEL WHLEVEL[9:0] 

0x09 BKLEVEL BKLEVEL[9:0] 

0x0A AUTOOFSGAIN ABKMD5 ABKMD4 ABKMD3 ABKMD2 ABKMD1 ABKMD0 AOEN AGEN ABKMD6 ABKADJ

0x0B AFECTL CKGEN VCOSEL[1:0]        

0x0C CKGENMD CKGENMD          

0x0D INCTL  LCLMP         

0x0E (Reserved)           

0x0F ADCMD   BL[1:0]   BIAS[3:0] 

0x10 RD1OFS RD1OFS[9:0] 

0x11 RD2OFS RD2OFS[9:0] 

0x12 GR1OFS GR1OFS[9:0] 

0x13 GR2OFS GR2OFS[9:0] 

0x14 BL1OFS BL1OFS[9:0] 

0x15 BL2OFS BL2OFS[9:0] 

0x16 LVDSCTL  TX4EN TX3EN TX2EN TX1EN TX0EN  LVDSDT  PE 

0x17 (Reserved)           

0x18 RD1GAIN RD1GAINSEL[1:0] RD1GAIN[7:0] 

0x19 RD2GAIN RD2GAINSEL[1:0] RD2GAIN[7:0] 

0x1A GR1GAIN GR1GAINSEL[1:0] GR1GAIN[7:0] 

0x1B GR2GAIN GR1GAINSEL[1:0] GR2GAIN[7:0] 

0x1C BL1GAIN BL1GAINSEL[1:0] BL1GAIN[7:0] 

0x1D BL2GAIN BL1GAINSEL[1:0] BL2GAIN[7:0] 

0x1E (Reserved)           

0x1F (Reserved)           
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7.3  レジスタ詳細説明 
 

7.3.1  0x00 パワーダウンレジスタ (POWERDOWN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: 
8: 
7: 
6: 
5: 

 

4: 

 

3: PDLVDS 0: normal 1: power down 
2: PDRSDS 0: normal 1: power down 
1: PDSTB 0: normal 1: power down 

0x00 POWERDOWN 

R/W 

0: PD 0: normal 1: power down 

0x00F

 
Bit9～4 Reserved 
 
Bit3 PDLVDS 

LVDS 部のパワーダウンレジスタです。 
 
Bit2 PDRSDS 

RSDS 部のパワーダウンレジスタです。 
 
Bit1 PDSTB 

入力クロック波形整形機能のパワーダウンレジスタです。 
 
Bit0 PD 

アナログ部のパワーダウンレジスタです。 
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7.3.2  0x01 画素解析機能制御レジスタ(CALCTL) 

No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset
9: AOGMON 0: disable 1: enable 
8: OFSCHTIM 0: after WHNUM 1: after BKNUM 
7:  
6: WHAVE[2] 
5: WHAVE[1] 
4: WHAVE[0] 

白基準画素数設定レジスタ 

3: AOGCMPOUT 0: disable 1: enable 
2: BKAVE[2] 
1: BKAVE[1] 

0x01 CALCTL R/W 

0: BKAVE[0] 

黒基準画素数設定レジスタ 

0x000

 
Bit9 AOGMON 

本ビットに“1”を設定することにより、自動オフセット・ゲイン調整機能動作完了後の出力画素レ

ベルをモニタすることができます。 
 
Bit8 OFSCHTIM 

自動黒レベル補正機能有効時において、オフセットレジスタ更新タイミングを設定します。 
 
Bit7 Reserved 
 
Bit6～4 WHAVE[2:0] 

自動ゲイン調整機能動作時において、白基準画素を検出するための平均化を行う画素数を設定し

ます。 
WHAVE[2:0]：平均化画素数 
       000:1 画素 
       001:2 画素 
       010:4 画素 
       011:8 画素 
       100:16 画素 
       101:32 画素 
       110:64 画素 
       111:128 画素 

 
Bit3 AOGCMPOUT 

自動オフセット調整機能、自動ゲイン調整機能または補正量検出機能動作時において、その動作

状態を SDO 端子に出力します。 
 
Bit2～0 BKAVE[2:0] 

自動オフセット調整機能および自動黒レベル補正機能有効時において、黒基準画素または黒ダ

ミー画素を検出するための平均化を行う画素数を設定します。 
BKAVE[2:0]：検出画素数 
       000:1 画素 
       001:2 画素 
       010:4 画素 
       011:8 画素 
       100:16 画素 
       101:32 画素 
       110:64 画素 
       111:128 画素 
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7.3.3  0x02 AFE 動作モード設定レジスタ(AFEMD) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: CLMPLV[3] 
8: CLMPLV[2] 
7: CLMPLV[1] 
6: CLMPLV[0] 

クランプレベル設定 

5: CLMPPOL 0: normal 1: invert 
4: CLMPEN 0: disable 1: enable 
3: ADCKPOL 0: normal 1: invert 
2: CKPOL 0: normal 1: invert 
1: S/HRVS 0: normal 1: reverse 

0x02 AFEMD R/W 

0: CDSMD 0: S/H mode 1: CDS mode 

0x000

 
Bit9～6 CLMPLV[3:0] 

クランプレベルの設定を行います。 
 
Bit5 CLMPOL 

本ビットに“1”を設定すると CLMP 信号の論理を反転します。 
 
Bit4 CLMPEN 

本ビットに“1”を設定するとクランプレベルを内部生成します。また、CDS モード時は、本ビット

に“1”を設定すると自動的にビット・クランプとなります。 
 
Bit3 ADCKPOL 

本ビットに“1”を設定すると ADCK 信号の論理を反転します。 
 
Bit2 CKPOL 

本ビットに“1”を設定すると CK1 信号および CK2 信号の論理を反転します。 
 
Bit1 S/HRVS 

S/H モードのとき、CLMPLV/INN 端子レベルとアナログ入力（RINP, GINP, BINP）レベルとの差

電圧の極性に応じて設定します。 
“0”:CLMPLV/INN < RINP(GINP, BINP) 
“1”:CLMPLV/INN > RINP(GINP, BINP) 

なお、CDS モード時、本レジスタは無効となります。 
 
Bit0 CDSMD 

AFE のサンプリング方式を設定します。 
“0”:S/H モード 
“1’:CDS モード 
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7.3.4  0x03 データ出力制御レジスタ(DATACTL) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: TSTMD[1] 
8: TSTMD[0] 

テストモード設定レジスタ 

7: INSTGO 0: disable 1: enable 
6: XOEB 0: enable 1: disable 
5: XOEG 0: enable 1: disable 
4: XOER 0: enable 1: disable 
3: PIXSQMD 0: normal 1: pixel sequence 
2: MUXSQ 0: normal 1: reverse 
1: AVEMD 0: normal 1: average mode 

0x03 DATACTL R/W 

0: MUXMD 0: normal 1: multiplex mode 

0x070

 
Bit9～8 TSTMD[1:0] 

テストモードを設定します。 
 
Bit7 INSTGO 

本ビットに“1”を設定すると監視機能が有効になります。 
 
Bit6 XOEB 

“0”:B チャネルの出力が有効 
“1”:B チャネルの出力を禁止（ゼロ出力） 

 
Bit5 XOEG 

“0”:G チャネルの出力が有効 
“1”:G チャネルの出力を禁止（ゼロ出力） 

 
Bit4 XOER 

“0”:R チャネルの出力が有効 
“1”:R チャネルの出力を禁止（ゼロ出力） 

 
Bit3 PIXSQMD 

“0”:通常出力モード 
“1”:点順次出力モード 

 
Bit2 MUXSQ 

マルチプレクス出力時において、そのシーケンスを設定することができます。 
“0”:ODD  → EVEN 
“1”:EVEN → ODD 
また、通常出力時（非マルチプレクス出力）は、その出力チャネルを設定します。 
“0”:ODD  
“1”:EVEN 

 
Bit1 AVEMD 

本ビットに“1”を設定すると 2 画素平均機能が有効になります。 
 
Bit0 MUXMD 

画像データ出力の出力モードを設定します。 
“0”:通常モード ODD または EVEN 
“1”:ODD、EVEN マルチプレクスモード 

 
「制限注意事項」 

MUXMD、AVEMD、PIXSQMD ビットの設定を設定する際は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）
の PDLVDS ビットおよび PDSTB ビットを“1”に設定してから行ってください。 
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7.3.5  0x04 黒ダミー画素・白基準画素開始位置設定レジスタ(BKWHST) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: WHST[3] 
8: WHST[2] 
7: WHST[1] 
6: WHST[0] 

白基準画素開始位置設定レジスタ 

5: BKST[5] 
4: BKST[4] 
3: BKST[3] 
2: BKST[2] 
1: BKST[1] 

0x04 BKWHST R/W 

0: BKST[0] 

黒ダミー画素開始位置設定レジスタ 

0x000

 
黒ダミー画素および白基準画素開始位置を設定するレジスタです。なお、本レジスタは 1 画素単位

で設定してください。 
 
「制限注意事項」 
本レジスタを変更するときは、DATACTL レジスタ(No.0x03)の INSTGO ビット、 AUTOOFGAIN

レジスタ(No.0x0A)の AOEN ビット、AGEN ビット、ABKST ビットおよび ABKADJ ビットを“0”に設
定してから行ってください｡ 

 
 

7.3.6  0x05 黒ダミー画素数設定レジスタ(BKNUM) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

R/W 9: BKPIXCNTEN 0: disable 1: enable 
 8:  

7: BKNUM[7] 
6: BKNUM[6] 
5: BKNUM[5] 
4: BKNUM[4] 
3: BKNUM[3] 
2: BKNUM[2] 
1: BKNUM[1] 

0x05 BKNUM 

R/W 

0: BKNUM[0] 

黒基準画素数設定レジスタ 

0x000

 
Bit9 BKPIXCNTEN 

黒ダミー画素位置を検出する際、画素位置カウント機能を有効にします。 
 
Bit8 Reserved 
 
Bit7～0 BKNUM[7:0] 

黒ダミー画素数を設定するレジスタです。なお、本レジスタは 1 画素単位で設定してください。 
 
「制限注意事項」 
本レジスタを変更するときは、DATACTL レジスタ(No.0x03)の INSTGO ビット、AUTOOFGAIN レ

ジスタ(No.0x0A)の AOEN ビット、AGEN ビット、ABKST ビットおよび ABKADJ ビットを“0”に設定
してから行ってください｡ 
また、CDS モード使用時には本レジスタを 0x000 に設定してください。 
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7.3.7  0x06～7 白基準画素数設定レジスタ(WHNUM) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: 
8: 
7: 

 

6: 

 

5: WHNUM[15] 
4: WHNUM[14] 
3: WHNUM[13] 
2: WHNUM[12] 
1: WHNUM[11] 

0x07 WHNUM_H 

0: WHNUM[10] 

0x000

9: WHNUM[9] 
8: WHNUM[8] 
7: WHNUM[7] 
6: WHNUM[6] 
5: WHNUM[5] 
4: WHNUM[4] 
3: WHNUM[3] 
2: WHNUM[2] 
1: WHNUM[1] 

0x06 WHNUM_L 

R/W 

0: WHNUM[0] 

白基準画素数設定レジスタ 

0x001

 
白基準画素数を設定するレジスタです。なお、本レジスタは 1 画素単位で設定してください。 

 
「制限注意事項 1」 
本レジスタを変更するときは、DATACTL レジスタ(No.0x03)の INSTGO ビット、AUTOOFGAIN レ

ジスタ(No.0x0A)の AOEN ビット、AGEN ビット、ABKST ビットおよび  ABKADJ ビットを“0”に設
定してから行ってください｡ 

 
「制限注意事項 2」 

WHNUM ≧ 1 の範囲で設定してください。 
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7.3.8  0x08 白画素出力レベル設定レジスタ(WHLEVEL) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: WHLEVEL[9] 
8: WHLEVEL[8] 
7: WHLEVEL[7] 
6: WHLEVEL[6] 
5: WHLEVEL[5] 
4: WHLEVEL[4] 
3: WHLEVEL[3] 
2: WHLEVEL[2] 
1: WHLEVEL[1] 

0x08 WHLEVEL R/W 

0: WHLEVEL[0] 

白画素出力レベル設定 0x000

 
自動ゲイン調整機能動作時において、白レベルの上限値を設定します。 

 
 
 

7.3.9  0x09 黒画素出力レベル設定レジスタ(BKLEVEL) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: BKLEVEL[9] 
8: BKLEVEL[8] 
7: BKLEVEL[7] 
6: BKLEVEL[6] 
5: BKLEVEL[5] 
4: BKLEVEL[4] 
3: BKLEVEL[3] 
2: BKLEVEL[2] 
1: BKLEVEL[1] 

0x09 BKLEVEL R/W 

0: BKLEVEL[0] 

黒画素出力レベル設定 0x000

 
自動オフセット調整機能または自動黒レベル補正機能動作時において、黒レベルの出力値を設定し

ます。 
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7.3.10  0x0A 自動オフセット・ゲイン調整機能設定レジスタ(AUTOOFSGAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: ABKMD5 0: static adjustment 1: dynamic adjustment
8: ABKMD4 0: 1 line filter 1: filter disable 
7: ABKMD3 0: moderate adjustment 1: extreme adjustment 
6: ABKMD2 0: normal correction 1: over correction 
5: ABKMD1 0: low sensitivity 1: high sensitivity  
4: ABKMD0 0: low sensitivity 1:very low sensitivity 
3: AOEN 0: disable 1: enable 
2: AGEN 0: disable 1: enable 
1: ABKMD6 0: disable 1: enable 

0x0A AUTOOFSGAIN R/W 

0: ABKADJ 0: disable 1: enable 

0x000

 
Bit9 ABKMD5 

オフセットレジスタを更新する補正量を設定します。 
“0”:1 ラインあたり 1 単位の補正量 
“1”:黒レベル変動分相当の補正量 

 
Bit8 ABKMD4 

黒レベル変動の検出ライン数を設定します。 
“0”:2 ライン連続して黒レベルの変動を検出したとき補正 
“1”:毎ライン黒レベルの変動を検出したとき補正 

 
Bit7 ABKMD3 

オフセットレジスタを更新する補正量を設定します。 
“0”:黒レベル変動分相当の補正量 
“1”:補正量 2 倍 

 
Bit6 ABKMD2 

黒レベル変動検出後の目標となる補正量を設定します。 
“0”:BKLEVEL[9:0]設定を目標に補正 
“1”:BKLEVEL[9:0]を超えオフセット設定±1LSB 相当を目標に補正 

 
Bit5 ABKMD1 

黒レベル変動検出のしきい値を設定します。 
“0”:オフセット設定±1LSB 相当を超える変動を検出したとき補正 
“1”:黒レベルが BKLEVEL[9:0]設定を外れたとき補正 

 
Bit4 ABKMD0 

ABKMD1 ビットが“0”設定時に不感帯を 2 倍に設定します。 
“0”:BKLEVEL[9:0]±1LSB 範囲を超える変動を検出したとき補正 
“1”:BKLEVEL[9:0]±2LSB 範囲を超える変動を検出したとき補正 

 
Bit3 AOEN 

自動オフセット調整機能動作を開始するとき、“1”を設定します。なお、本ビットは動作完了後、

自動的に“0”となります。 
 
Bit2 AGEN 

自動ゲイン調整機能動作を開始するとき、“1”を設定します。なお、本ビットは動作完了後、自動

的に“0”となります。 
 
Bit1 ABKMD6 

オフセットレジスタを更新する補正量を設定します。 
“0”:黒レベル変動分相当の補正量 
“1”:補正量 1/2 倍 
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Bit0 ABKADJ 
自動黒レベル補正機能動作を有効にする場合、“1”を設定します。 

 
「制限注意事項 1」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
 

「制限注意事項 2」 
自動オフセット調整機能、自動ゲイン調整機能または補正量検出機能有効（AOEN ビットまたは

AGEN ビットに“1”設定時）にした後、動作完了まで他レジスタへのアクセスを禁止します。 
 
「制限注意事項 3」 
自動オフセット調整機能、自動ゲイン調整機能または補正量検出機能有効（AOEN ビットまたは

AGEN ビットに“１”設定時）時、動作完了前に動作をキャンセルする場合は、AOEN ビットおよび
AGEN ビットへ同時に“0”を設定してください。 

 
 

7.3.11  0x0B AFE 制御レジスタ(AFECTL) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: CKGEN 0: disable 1: enable 
8: VCOSEL[1] 

R/W 

7: VCOSEL[0] 
ADCK 信号周波数設定レジスタ 

6:  
5:  
4:  
3:  
2:  
1:  

0x0B AFECTL 

 

0:  

 

0x000

 
Bit9 CKGEN 

本ビットに“1”を設定すると S/H モードにおいて外部入力のサンプリング信号を自動的に内部生

成します。 
 

Bit8～7 VCOSEL[1:0] 
入力クロック波形整形機能へ入力されるADCK信号の周波数に応じて下記に従い本ビットを設定

します。 
VCOSEL[1:0]：ADCK 信号周波数設定 

         PIXSQMD=“0”設定時 PIXSQMD=“1”設定時 
         11：25～40MHz  8.3～13.3MHz 
         10：20～25MHz  6.6～8.3MHz 
         01：12.5～20MHz  4.1～6.6MHz 
         00：5.0～12.5MHz  1.66～4.1MHz 

Bit6～0 Reserved 
 
 

「制限注意事項」 
VCOSEL[1:0]ビットを設定する際は、POWERDOWN レジスタ（No.0x00）の PDLVDS ビットおよ

び PDSTB ビットを“1”に設定してから行ってください。 
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7.3.12  0x0C サンプリング信号制御レジスタ（CKGENMD） 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

R/W 9: CKGENMD 0: normal 1: delay rising edge 
8: 
7:  
6:  
5:  
4:  
3:  
2:  
1:  

0x0C CKGENMD 

 

0:  

 

0x000

 
Bit9 Reserved 
 
Bit8 CKGENMD 

サンプリング信号を自動生成時において、内部生成されたタイミング信号の立ち上がりを遅延（約

2～7ns）させ、パルス幅を短くすることができます。 
 
Bit7～0 Reserved 
 
 

7.3.13  0x0D 入力制御レジスタ（INCTL） 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

 9:   
R/W 8: LCLMP 0: normal 1: line clamp mode 

7:  
6:  
5:  
4:  
3:  
2:  
1:  

0x0D INCTL 

 

0:  

 

0x000

 
Bit9 Reserved 
 
Bit8 LCLMP 

アナログ入力部におけるバッファアンプ機能の制御をします。通常、S/H モード（ライン・クラ

ンプ）機能動作時において“1”に設定してください｡ 
 
Bit7～0 Reserved 
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7.3.14  0x0F A/D コンバータ動作モード設定レジスタ(ADCMD) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9:   
8:  

 

7: BL[1] R/W 
6: BL[0] 

バッファアンプ能力設定 

5:   
4:  

 

3: BIAS[3] 
2: BIAS[2] 
1: BIAS[1] 

0x0F ADCMD 

R/W 

0: BIAS[0] 

A/D コンバータバイアス電流設定 

0x049

 
Bit9～8 Reserved 
 
Bit7～6 BL[1:0] 

バッファアンプへ流し込むバイアス電流を調整することにより、バッファアンプ機能の処理能力

を調整します。通常は初期値の“01”設定にて使用します。 
BL[1:0]：バッファアンプ能力設定 
     11：1.7 倍 
     10：1.4 倍 
     01：1 倍（初期値） 
     00：0.5 倍 

 
Bit5～8 Reserved 
 
Bit3～0 BIAS[1:0] 

バイアス電流を調整するレジスタです。最良な画像が取得できるように調整することができます。 
図 7.1 にバイアス電流特性を示します｡ 

 

参考設定例 
 

ADCK 信号周波数 設定（参考値） バイアス電流[倍率] 
10 ～ 20MHz 0x9 1.0 
20 ～ 30MHz 0xB 1.2 
30 ～ 40MHz 0xD 1.5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7.1  バイアス設定 
 
 

 

0 
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レジスタ設定 

バイアス電流 

[倍率] 

0x0 0x8 0xF 
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7.3.15  0x10 R チャネル (ODD) オフセットレジスタ (RD1OFS) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: RD1OFS[9] 
8: RD1OFS[8] 
7: RD1OFS[7] 
6: RD1OFS[6] 
5: RD1OFS[5] 
4: RD1OFS[4] 
3: RD1OFS[3] 
2: RD1OFS[2] 
1: RD1OFS[1] 

0x10 RD1OFS R/W 

0: RD1OFS[0] 

R チャネル(ODD)オフセットレジスタ 0x200

 
R チャネル(ODD)に対してオフセットを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 

 
 

7.3.16  0x11 R チャネル (EVEN) オフセットレジスタ (RD2OFS) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: RD2OFS[9] 
8: RD2OFS[8] 
7: RD2OFS[7] 
6: RD2OFS[6] 
5: RD2OFS[5] 
4: RD2OFS[4] 
3: RD2OFS[3] 
2: RD2OFS[2] 
1: RD2OFS[1] 

0x11 RD2OFS R/W 

0: RD2OFS[0] 

R チャネル(EVEN)オフセットレジスタ 0x200

 
R チャネル(EVEN)に対してオフセットを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 

 
 

7.3.17  0x12 G チャネル(ODD)オフセットレジスタ (GR1OFS) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: GR1OFS[9] 
8: GR1OFS[8] 
7: GR1OFS[7] 
6: GR1OFS[6] 
5: GR1OFS[5] 
4: GR1OFS[4] 
3: GR1OFS[3] 
2: GR1OFS[2] 
1: GR1OFS[1] 

0x12 GR1OFS R/W 

0: GR1OFS[0] 

G チャネル(ODD)オフセットレジスタ 0x200

 
G チャネル(ODD)に対してオフセットを設定するレジスタです。 
 

「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
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7.3.18  0x13 G チャネル(EVEN)オフセットレジスタ(GR2OFS) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: GR2OFS[9] 
8: GR2OFS[8] 
7: GR2OFS[7] 
6: GR2OFS[6] 
5: GR2OFS[5] 
4: GR2OFS[4] 
3: GR2OFS[3] 
2: GR2OFS[2] 
1: GR2OFS[1] 

0x13 GR2OFS R/W 

0: GR2OFS[0] 

G チャネル(EVEN)オフセットレジスタ 0x200

 
G チャネル(EVEN)に対してオフセットを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
 
 

7.3.19  0x14 B チャネル(ODD)オフセットレジスタ(BL1OFS) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: BL1OFS[9] 
8: BL1OFS[8] 
7: BL1OFS[7] 
6: BL1OFS[6] 
5: BL1OFS[5] 
4: BL1OFS[4] 
3: BL1OFS[3] 
2: BL1OFS[2] 
1: BL1OFS[1] 

0x14 BL1OFS R/W 

0: BL1OFS[0] 

B チャネル(ODD)オフセットレジスタ 0x200

 
B チャネル(ODD)に対してオフセットを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 

 
 
 

7.3.20  0x15 B チャネル(EVEN)オフセットレジスタ(BL2OFS) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: BL2OFS[9] 
8: BL2OFS[8] 
7: BL2OFS[7] 
6: BL2OFS[6] 
5: BL2OFS[5] 
4: BL2OFS[4] 
3: BL2OFS[3] 
2: BL2OFS[2] 
1: BL2OFS[1] 

0x15 BL2OFS R/W 

0: BL2OFS[0] 

B チャネル(EVEN)オフセットレジスタ 0x200

 
B チャネル(EVEN)に対してオフセットを設定するレジスタです。 
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「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
 
 

7.3.21  0x16 LVDS 設定レジスタ(LVDSCTL) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

 9:   
8: TX4EN 0: disable 1: enable 
7: TX3EN 0: disable 1: enable 
6: TX2EN 0: disable 1: enable 
5: TX1EN 0: disable 1: enable 

R/W 

4: TX0EN 0: disable 1: enable 
 3:   
R/W 2: LVDSDT 0: disable 1: enable 
 1:   

0x16 LVDSCTL 

R/W 0: PE 0: disable 1: enable 

0x1F0

 
Bit9 Reserved 
 
Bit8 TX4EN 

“0”:Tx4P/N の出力を禁止（ゼロ出力） 
“1”:Tx4P/N の出力を有効 

 
Bit7 TX3EN 

“0”:Tx3P/N の出力を禁止（ゼロ出力） 
“1”:Tx3P/N の出力を有効 

 
Bit6 TX2EN 

“0”:Tx2P/N の出力を禁止（ゼロ出力） 
“1”:Tx2P/N の出力を有効 

 
Bit5 TX1EN 

“0”:Tx1P/N の出力を禁止（ゼロ出力） 
“1”:Tx1P/N の出力を有効 

 
Bit4 TX0EN 

“0”:Tx0P/N の出力を禁止（ゼロ出力） 
“1”:Tx0P/N の出力を有効 

 
Bit3 Reserved 
 
Bit2 LVDSDT 

本ビットに“1”を設定するとテストコード出力機能が有効となります。 
 
Bit1 Reserved 
 
Bit0 PE 

本ビットに“1”を設定するとプリエンファシス機能によりスイッチング電流を多く流します。 
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7.3.22  0x18 R チャネル l (ODD)ゲインレジスタ(RD1GAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: RD1GAINSEL[1]
8: RD1GAINSEL[0]

R チャネル(ODD)ゲイン調整レンジ切り換えレ

ジスタ 
7: RD1GAIN[7] 
6: RD1GAIN[6] 
5: RD1GAIN[5] 
4: RD1GAIN[4] 
3: RD1GAIN[3] 
2: RD1GAIN[2] 
1: RD1GAIN[1] 

0x18 RD1GAIN R/W 

0: RD1GAIN[0] 

R チャネル(ODD)ゲインレジスタ 

0x09F

 
R チャネル(ODD)に対してゲインを設定するレジスタです。 
 

「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
最下位ビット（ビット 0）へは必ずゼロを設定してください。 
 
 

7.3.23  0x19 R チャネル(EVEN) ゲインレジスタ (RD2GAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: RD2GAINSEL[1]
8: RD2GAINSEL[0]

R チャネル(EVEN)ゲイン調整レンジ切り換えレ

ジスタ 
7: RD2GAIN[7] 
6: RD2GAIN[6] 
5: RD2GAIN[5] 
4: RD2GAIN[4] 
3: RD2GAIN[3] 
2: RD2GAIN[2] 
1: RD2GAIN[1] 

0x19 RD2GAIN R/W 

0: RD2GAIN[0] 

R チャネル(EVEN)ゲインレジスタ 

0x09F

 
R チャネル(EVEN)に対してゲインを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
最下位ビット（ビット 0）へは必ずゼロを設定してください。 
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7.3.24  0x1A G チャネル (ODD) ゲインレジスタ (GR1GAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: GR1GAINSEL[1]
8: GR1GAINSEL[0]

G チャネル(ODD)ゲイン調整レンジ切り換えレ

ジスタ 
7: GR1GAIN[7] 
6: GR1GAIN[6] 
5: GR1GAIN[5] 
4: GR1GAIN[4] 
3: GR1GAIN[3] 
2: GR1GAIN[2] 
1: GR1GAIN[1] 

0x1A GR1GAIN R/W 

0: GR1GAIN[0] 

G チャネル(ODD)ゲインレジスタ 

0x09F

 
G チャネル(ODD)に対してゲインを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
最下位ビット（ビット 0）へは必ずゼロを設定してください。 
 
 

7.3.25  0x1B G チャネル(EVEN)ゲインレジスタ(GR2GAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: GR2GAINSEL[1]
8: GR2GAINSEL[0]

G チャネル(EVEN)ゲイン調整レンジ切り換えレ

ジスタ 
7: GR2GAIN[7] 
6: GR2GAIN[6] 
5: GR2GAIN[5] 
4: GR2GAIN[4] 
3: GR2GAIN[3] 
2: GR2GAIN[2] 
1: GR2GAIN[1] 

0x1B GR2GAIN R/W 

0: GR2GAIN[0] 

G チャネル(EVEN)ゲインレジスタ 

0x09F

 
G チャネル(EVEN)に対してゲインを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
最下位ビット（ビット 0）へは必ずゼロを設定してください。 
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7.3.26  0x1C B チャネル(ODD)ゲインレジスタ(BL1GAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: BL1GAINSEL[1] 
8: BL1GAINSEL[0] 

B チャネル(ODD)ゲイン調整レンジ切り換えレ

ジスタ 
7: BL1GAIN[7] 
6: BL1GAIN[6] 
5: BL1GAIN[5] 
4: BL1GAIN[4] 
3: BL1GAIN[3] 
2: BL1GAIN[2] 
1: BL1GAIN[1] 

0x1C BL1GAIN R/W 

0: BL1GAIN[0] 

B チャネル(ODD)ゲインレジスタ 

0x09F

 
B チャネル(ODD)に対してゲインを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
最下位ビット（ビット 0）へは必ずゼロを設定してください。 
 
 

7.3.27  0x1D B チャネル(EVEN)ゲインレジスタ (BL2GAIN) 
No. Register Name R/W Bit Symbol Description Reset

9: BL2GAINSEL[1] 
8: BL2GAINSEL[0] 

B チャネル(EVEN)ゲイン調整レンジ切り換えレ

ジスタ 
7: BL2GAIN[7] 
6: BL2GAIN[6] 
5: BL2GAIN[5] 
4: BL2GAIN[4] 
3: BL2GAIN[3] 
2: BL2GAIN[2] 
1: BL2GAIN[1] 

0x1D BL2GAIN R/W 

0: BL2GAIN[0] 

B チャネル(EVEN)ゲインレジスタ 

0x09F

 
B チャネル(EVEN)に対してゲインを設定するレジスタです。 

 
「制限注意事項」 
本レジスタは ADCK 信号入力時（定常動作時）のみアクセス可能です。 
最下位ビット（ビット 0）へは必ずゼロを設定してください。 
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8. 電気的特性 
 

8.1  絶対最大定格 
 

項目 記号 定格 単位 
VDD ※1 -0.3 ～ +4.0 V 

AVDD ※1 -0.3 ～ +4.0 V 
TX_VDD ※ -0.3 ～ +4.0 V 

電源電圧 

RX_VDD ※ -0.3 ～ +4.0 V 

VI 
-0.3 ～ VDD+0.5 

(5V トレラント入力端子は-3.0～+7.0V) 
V 

AVI -0.3 ～ AVDD+0.5 V 
入力電圧 

RXVI -0.3 ～ RXVDD+0.5 V 
VO -0.3 ～ VDD+0.5 V 

AVO -0.3 ～ AVDD+0.5 V 出力電圧 
TXVO -0.3 ～ TXVDD+0.5 V 

出力電流／端子 IOUT ±30 mA 
保存温度 Tstg -65 ～ +150 °C 

θj-a 44 °C/W 
パッケージ熱抵抗※2 

θj-c 6 °C/W 
※1 VDD ＝ AVDD ＝ TX_VDD ＝ RX_VDD        VSS=0V, AGND=0V, TX_VSS=0V, 

RX_VSS =0V 
※2 JEDEC STD ボード（114.3×76.2×1.6 ㎜、4Layer）実装、無風状態時 
 
 

8.2  推奨動作条件 
項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

VDD 3.135 3.300 3.465 V 
AVDD 3.135 3.300 3.465 V 

TX_VDD 3.135 3.300 3.465 V 
電源電圧 

RX_VDD 3.135 3.300 3.465 V 
VI VSS - VDD V 

AVI AGND - AVDD V 入力電圧 
RXVI RXVSS - RXVDD V 

周囲温度 Ta 0 25 70 °C 
パッケージ表面温度 Ts - - 100 °C 
入力立ち上がり（ノーマル入力） tri ※ - - 50 ns 
入力立ち上がり（ノーマル出力） tfa ※ - - 50 ns 
入力立ち上がり（シュミット入力） tri ※ - - 5 ms 
入力立ち下がり（シュミット入力） tfa ※ - - 5 ms 
※VDD の 10％～90％の変化時間                     VSS=0V, AGND=0V 
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8.3  DC 特性 
(1) DC 状態における入出力特性 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
IDDS VDD=3.3V±5%, 25°C - - 10 µA 

AIDDS AVDD=3.3V±5%, 25°C - - 10 µA 

TXIDDS 
TX_VDD=3.3V±5%, 
25°C 

- - 10 µA 静止電流 

RXIDDS 
RX_VDD=3.3V±5%, 
25°C 

- - 10 µA 

IDD ※ VDD=3.3V±5% - 66 - mA 
AIDD AVDD=3.3V±5% - 179 - mA 

TXIDD TX_VDD=3.3V±5% - 38 - mA 
消費電流 

RXIDD RX_VDD=3.3V±5% - 9 - mA 

入力リーク電流 ILI 
VDD=3.3V, 
VIH=VDD, VIL=VSS 

-5 - 5 µA 

オフステートリーク電流 IOZ - -5 - 5 µA 

※ 外部端子無負荷時 
 
 

(2) 入力特性 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 

高レベル入力電圧 VIH LVTTL, VDD=Max. 2.0 - - V 
低レベル入力電圧 VIL LVTTL, VDD=Min. - - 0.8 V 
ポジティブ・トリガ電圧 VT+ LVTTL シュミット 1.1 - 2.4 V 
ネガティブ・トリガ電圧 VT- LVTTL シュミット 0.6 - 1.8 V 
ヒステリシス電圧 VH LVTTL シュミット 0.1 - - V 
 

 
(3) 入力プルダウン特性 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
プルダウン抵抗値 RPD VI=VDD 20 50 100 KΩ  
 

 
(4) 入力プルアップ特性 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
プルアップ抵抗値 RPU VI=0V 20 50 100 KΩ 
 

 
(5) 出力特性 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
高レベル出力電圧 VOH VDD=Min., IOH=-6mA VDD-0.4 - - V 
低レベル出力電圧 VOL VDD=Min., IOL=6mA - - 0.4 V 
 

 
(6) RSDS-RX 特性 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
終端抵抗 Rtrm RXVDD=3.3V 99 100 101 Ω  
差動入力電圧 Vid RXVDD=3.3V 140 200 280 |mV| 
入力コモンモード電圧 Vos RXVDD=3.3V 1.1 1.3 1.5 V 
 
 

(7) LVDS-TX 特性 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 

差動出力電圧 Vod TXVDD=3.3V 250 325 450 |mV| 
出力コモンモード電圧 Vos TXVDD=3.3V 1.10 1.25 1.40 V 
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8.4  AC 特性 
 

8.4.1  システムリセット 
 
 
 
 
 
 

（推奨動作条件による） 
記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t101 XRST  低レベルパルス幅 10 - - ms 

* 誤動作の原因となりますので xRST 信号は上記最小値よりも長いパルス幅で入力してください。 
 
 

8.4.2  クロックタイミング 
 
 
 
 
 
 
 
 

（推奨動作条件による） 
記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t201 ADCK 周期 -100ppm 1/(1 ～ 40M) +100ppm s 
t202 ADCK 低レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t203 ADCK 高レベルパルス幅 10.0 - - ns 

* t201 は ADCK 端子に入力されるクロックの周期とする。 
 
 

8.4.3  入力クロック波形整形機能動作タイミング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（推奨動作条件による） 

記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t301 ロック期間 10 - - ms 

 
 
 
 
 

 
XRST 

t101

 
ADCK 

t201

t203t202 

 
ADCK 

internal ADCK 

t301
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8.4.4  シリアルインタフェースタイミング 
（Txx）は 16 サイクル動作時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（推奨動作条件による） 

記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t401 シリアルインタフェースアクセス開始セットアップ時間 100 - - ns 
t402 シリアルインタフェースアクセス終了ホールド時間 10 - - ns 
t403 SCLK 周期 100 - - ns 
t404 SCLK 高レベルパルス幅 40 - - ns 
t405 SCLK 低レベルパルス幅 40 - - ns 
t406 SDI セットアップ時間 20 - - ns 
t407 SDI ホールド時間 20 - - ns 
t408 SDO 読み出し遅延時間 5 - - ns 
t409 SDO 切り替わり遅延時間 - - 20 ns 
t410 SDO 保持時間 - - 20 ns 
t411 シリアルインタフェースアクセスサイクルウェイト時間 100 - - ns 

* t403 は SCLK 端子に入力されるクロックの周期とします。 

 
T1 T2 T7 T8 T16 T17 

(T6) (T7) (T15) (T16) 
xCS 

SCLK 

SDI 

Hi-Z Hi-Z
SDO 

t401 t402 
t403 

t404 t405 

t406 t407

t408 t409 t410 

t 
411

t411 
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8.4.5  CDS モード サンプリングタイミング 
 

アナログ画像データ

入力

CK1

CK2

ADCK

t502

t 501

t503

t 504

t 509

t 510 t 511

t505

t508

t 507

t 506

 
 
 

（推奨動作条件による） 
記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t501 CK1 ホールド時間 - 7.0 - ns 
t502 CK1 高レベルパルス幅 6.0 - - ns 
t503 CK1 サンプリング時間 - 7.0 - ns 
t504 CK2 高レベルパルス幅 6.0 - - ns 
t505 ADCK 立ち上がり→CK1 立ち上がり時間 2.0 - - ns 
t506 CK1 立ち下がり→CK2 立ち下がり 0 - - ns 
t507 CK1 立ち上がり→CK1 立ち上がり 0 - - ns 
t508 CK2 立ち下がり→ADCK 立ち上がり 10.0 - - ns 
t509 ADCK 周期 25.0 - - ns 
t511 ADCK 高レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t512 ADCK 低レベルパルス幅 10.0 - - ns 

* 上記タイミングを参考に最良の画像が取得できるように詳細タイミングを調整してください。 
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8.4.6  S/H モード（差電圧入力）サンプリングタイミング 
 
アナログ画像データ

入力

CLMPLV/INN

CK1

ADCK

t602

t 601

t605

t606 t607

t 604t603

 
 

（推奨動作条件による） 
記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t601 CK1 ホールド時間 - 7.0 - ns 
t602 CK1 高レベルパルス幅 6.0 - - ns 
t603 ADCK 立ち上がり→CK1 立ち上がり 2.0 - - ns 
t604 CK1 立ち下がり→ADCK 立ち上がり 10.0 - - ns 
t605 ADCK 周期 25.0 - - ns 
t606 ADCK 高レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t607 ADCK 低レベルパルス幅 10.0 - - ns 

* 上記タイミングを参考に最良の画像が取得できるように詳細タイミングを調整してください。 
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8.4.7  S/H モード（ライン・クランプ）サンプリングタイミング 
 
アナログ画像データ

入力

CLMP

CK1

ADCK

t702

t 701

t705

t 706 t707

t 704t703

t708

t709
t710

t711

 
 

（推奨動作条件による） 

記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t701 CK1 ホールド時間 - 7.0 - ns 
t702 CK1 高レベルパルス幅 6.0 - - ns 
t703 ADCK 立ち上がり→CK1 立ち上がり 0 - - ns 
t704 CK1 立ち下がり→ADCK 立ち上がり 10.0 - - ns 
t705 ADCK 周期 25.0 - - ns 
t706 ADCK 高レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t707 ADCK 低レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t708 CLMP 立ち上がり→CK1 立ち上がり 1.0 - - ns 
t709 CLMP 立ち上がり→ADCK 立ち上がり 5.0 - - ns 
t710 CK1 立ち下がり→CLMP 立ち下がり 1.0 - - ns 
t711 ADCK 立ち上がり→CLMP 立ち下がり 5.0 - - ns 

*上記タイミングを参考に最良の画像が取得できるように詳細タイミングを調整してください。 
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8.4.8  S/H モードサンプリングタイミング（サンプリングクロック自動生成時） 
 

アナログ画像データ

入力

CLMP

ADCK

t 801t802

t803 t804

t 805 t806

 
 

（推奨動作条件による） 

記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t801 ADCK ホールド時間 - 7.0 - ns 
t802 ADCK 周期 25.0 - - ns 
t803 ADCK 高レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t804 ADCK 低レベルパルス幅 10.0 - - ns 
t805 ADCK 立ち上がり→ADCK 立ち上がり 5.0 - - ns 
t806 ADCK 立ち下がり→ ADCK 立ち下がり 5.0 - - ns 

* 上記タイミングを参考に最良の画像が取得できるように詳細タイミングを調整してください。 
 
 

8.4.9  画素入力指示タイミング 
 

CLMP

CK2

ADCK

t 903

t 901 t 902

t 904

 
 
 
記号 項目 Min. Typ. Max. 単位 
t901 CLMP 立ち上がり→ADCK 立ち上がり 5.0 - - ns 
t902 ADCK 立ち上がり→CLMP 立ち下がり 5.0 - - ns 
t903 CK2 立ち上がり→ADCK 立ち上がり 5.0 - - ns 
t904 ADCK 立ち上がり→CK2 立ち下がり 5.0 - - ns 

* 上記タイミングを参考に最良の画像が取得できるように詳細タイミングを調整してください。 
上記タイミングは CLMP 信号または CK2 信号をそれぞれ黒基準画素入力タイミングまたは黒ダ

ミー画素入力タイミング使用する場合の規定を示します。 
CLMP：黒基準画素入力タイミング指示 
CK2：黒ダミー画素入力タイミング指示 
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8.4.10  LVDS 出力タイミング 
 

T

tp6

TX*

TX SYNC

Vcm

Vcm

tp0

tp5

tp4

tp3

tp2

tp1

DA1 DA0 DA6 DA0DA1DA2DA3DA4DA5

 
 
 
 

T=TXSYNC clock period 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max 単位 

Bit-0 のパルス位置 tp0 -0.25 0 0.25 ns 
Bit-1 のパルス位置 tp1 T/7-0.25 T/7 T/7+0.25 ns 
Bit-2 のパルス位置 tp2 2*T/7-0.25 2*T/7 2*T/7+0.25 ns 
Bit-3 のパルス位置 tp3 3*T/7-0.25 3*T/7 3*T/7+0.25 ns 
Bit-4 のパルス位置 tp4 4*T/7-0.25 4*T/7 4*T/7+0.25 ns 
Bit-5 のパルス位置 tp5 5*T/7-0.25 5*T/7 5*T/7+0.25 ns 
Bit-6 のパルス位置 tp6 

f=80MHz 
(T=12.5ns) 

6*T/7-0.25 6*T/7 6*T/7+0.25 ns 
Power Down delay tpd PDLVDS=0 

から出力が HiZ 
  

100 ns 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



9. 応用接続例 
 
 

64 EPSON S1R77022F00B000 テクニカルマニュアル  
(Rev.1.0) 

9. 応用接続例 
 
（TBD） 

 
改良のため予告なく変更することがあります 
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10. 外形寸法図 
 
QFP14-80 パッケージ 
 

INDEX
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Dimension in Millimeters Symbol 
Min. Nom. Max. 

E - 12 - 
D - 12 - 

Amax - - 1.7 
A1 - 0.1 - 
A2 - 1.4 - 
e - 0.5 - 
b 0.13 - 0.27 
c 0.09 - 0.2 
Θ 0° - 10° 
L 0.3 - 0.75 
L1 - 1 - 
HE - 14 - 
HD - 14 - 
y - - 0.08 

 
1＝1mm 

改良のため予告なく変更することがあります 
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